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序 文

鋲U-l市はp 長野県の最北部に位置しs 豪雪地帯ではありますが， 古くから 多くの 人

々によって生活が営まれてp 多数の遺跡が残されております。

近年， �上会の急激な変化によって開発事業がさかんに行なわれておりま すがラ 一方

祖先が残した貴重な文化財が破壊され3 失われるこ とは誠に残念なことであり ま す。

永い歴史に埋れた先人の文化を知り ， こ れからの文化の創造に役立てることはもちろ

んp これを大切に長存して後i止に伝える こ と はs 私達に課せられた大きな責務である

と思います。

昭和53年度に実施いたしま し た旭町遺跡群北原遺跡の調査はフ 平安時代の鍛冶炉よjl:

等を発見し， その成果の 一部は既に写真集として公表されてい るところで あり ま す。

ここに所期の目的を達することができましたこ と は， 調査i主長高橋桂先 生をはじめ

とする調査員諸氏の献身的努力の賜と衷心より敬意と感謝を申し上げます。

終りにラ本調査報告書が埋蔵文化財に対する理解を一層深めるとで、役立つと ともにヲ

教育・研究の資として多くのみなさまに広く活用されること を祈念い たします。

飯山市教育委員会

教育長 田 中 浩 市 郎



1Jlj 日

] 本E警は， 県営問場整備事業に伴う旭町遺跡群北原遺跡発掘調査報告書である。

2 j也!日]遺跡群北原遺跡は， 長野県飯山市大字旭字北原536 9養地等に所在する。

3 発掘調査は北信土地改良事務所の依願を受けて， 飯山市教育委員会が卒業主体となり， 昭和
53年4月26日�7月10日にかけて実施した。 調査会組織は第I 主主に7Jrj掲しである。

4 発掘調査及び出土iもの整理にあたっては， 次の先生方の御教示と御指導を賜ったo

口清之(国学院大学教授〉

永峯光一(国学院大学講師)

相原 健(長野県史刊行会)

5 発掘調査及び報告書作成にあたっては， 次の諸氏の御参加， 御協力をいただいた。

金井正三(須坂市教育委員会)

大原正義(千葉県文化財センター〉

太田文雄(午一葉県文化財センター)

広瀬昭弘(国分寺市教育委員会〉

西沢隆治(我孫子市教育委員会〉

(4， 5 における職名は昭和53年度におけるものである〉

6 本書は高橋桂団長以下， 青木剛， 望月静雄が執筆した。 執筆分担は以下のとおりである。

青木 I�IJ 第I章

望月静雄 第]][章�vl掌

桂 第E章， VK主主

7 編集は高橋桂， 望月静雄が行なった。



凡 例
1 本書中における遺構番号等は調査時において発掘11僚にNoを附したものである が， 整理時に

2， 3の遺構については変更している。

2 遺構実側図について

イ 縮尺は， 住居:tIJ:l/ao土旗1/40， 井戸:tI上1/40， 掘立柱建築祉1/80�1/90を原HIJとしたが，

19・40・41号土墳は1/20の縮尺で、ある。

ロ 平面レベルは， 海抜標高349.50mて、統ーしたが， 都合上出来なかった遺構は記載した。

(B 地区除く〉

ハ 土層において， 網点のトーンを施してあるのは粘土を示し， 斑状のトーンは焼土及び粘土

混じり焼土を示す。

3 遺物実測図について

イ 土器・土製品は抵で， 木製品は括の縮尺を原則としている。

ロ 土器の断面を黒く塗り潰してあるものは須恵器を示し， 何も施してないものは土師器を示

す。 また， 内面に網点のトーンを施したものは黒色であることを示している。 木製品におけ

る斑状のトーンは焼き焦しを示す。

4 遺物分布図で， 実線で結んだものは接合関係にあることを示す。
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第I章 調査に至るまでの経過

飯山 市 旭町 地 区 の 県営 闇場整備 事 業 は ， 昭 和48年度か ら 実施 さ れ ， 昭 和55年度 に は全 て 完 了 す

る とと が北信土地 改良 事務所 の 計画で あ り ， そ の面積 は 138 ヘ ク タール と し、う 非常に広範な 事 業

で あ っ た 。

昭 和52年度 よ り 実施 さ れ た 北部 に は 、 た ま た ま 旭町遺跡群が存在 し て い る た めに ， 52年 9 月 に

県文化課 よ り ， 53年 度 の 県 営圃場整備 計画予定地 に 旭町遺跡群が含 ま れ て お り ， 発 掘調 査 を 実施

し な ければ な ら な い と の 連絡が あ っ た。 そ の 後 ， 11月 5 日 ， 県文化課 の 関 指導 主事が来庁し ， 教

育 委員 会 ， 北 信土地 改良事務所 ， 旭町 闇場整 備 実 行委員 の 三者 で ， 53年度実施 予定地の 現場を 視

察 し ， 視察後 ， 旭町連絡所 にお い て ， 関 係者 と 会 議を 開い た 。席上関指 導 主事か ら ， 県の 意 向 と

し て 記録保存を 行な う た め発掘調査を し な ければ な ら な い が ， そ の 調査 に つ い て は ， 飯山 市 教育

委員 会 に 委託し た い 旨の 話し が な さ れ た 。

1 1 月 9 日 ， 県 教育 委員 会 教育長 よ り ， í県 営圃場整備 事業 に 伴う 埋蔵文化財包蔵 地の 取扱い J

と し て 記録保存事業を 行な い ， 北信土地改 良事 務所か ら 発 掘 調査 を 委託さ れ た場 合には受託す る

よ う 通知が あ っ た。

12月 26 日 ， 市教育 委員 会 で は文化財 専門委員 会 を 開色旭町 遺跡群 北原遺跡 につ い て 協議し た

結果， 調査 委託を 受 け る こと と し ， 発 掘調査事業 は ， 飯山 市 旭町 遺跡群北 原遺跡発掘調 究会を 結

成 し て 調査会 が事業 主体 と な っ て 行な う こと に 決 定し た。

な お ， この 会 議に お い て ， 文化財 専門主事が必要 で あ る こと が 話 さ れ， 53年度 よ り 1名配聾さ

れ る よ う 教育長 に上 申 し た。

53年 2月27日， 飯山市文化財専門委員会を開催し， 委員全 員 が 調査会 結成 準備 委員 と な り， 飯

山 市 旭町遺跡群北原遺跡調査会 準備会を 開き ， 会 長 に 飯山 市 教育 長 が 就任 し た。 そ の 他 ， 調査会

規 約， 調 査 団 員 の メ ンバ一等の 編成を 協議し た 。

調 査 団 長 に飯 山 北 高 等学校教 諭高 橋桂氏 ， 調 査 主任 に松沢 芳宏氏 を 決定 。ま た ， 調 査 団員 の 氏

名， そ の 他調査会規 約の 原 案を 作成 。

4 月 1 日 ， 教育 委員 会教育次 長 荒井 博美退職 ( 53. 3 . 31付〉 によ り ， 新 た に 浦野昌夫教 育 次 長

(調査会 副会長 〉 を 迎 え た 。

な お ， 社会教育係 に望月 静 雄を 嘱託 ( 文化財調査員 〉 と し て 迎 え た。

4 月 4 日 ， 旭町遺跡群 を パ ト ロ ール す る が大雪 の た め残雪 1.5 m も あ り ， 当分調査 は不可能 と

思われた 。

4 月 15 日 ， 北信土地 改良事務所か ら 埋蔵文化財 ( 旭町遺跡群北原遺跡〉 の 調査 依頼が あ っ た 。

午後 ， 調査会 役員 ， 団 員 合 同 会 議を 聞く 。 事務局 よ り 「 飯山市 旭町遺跡群北 原遺跡調査会規約

等の 説 明 を 行な っ た 。

協議に入 札 調査会長に 飯山 市教育長 小林忠一

副会長 に教育 次 長 浦野昌夫
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調査 頭、問に 飯山市 長 春日 佳一

飯山 市 公民館樹原 分 館長 弁上慶誠

の諸氏 を 委嘱し た 。

ま た ， 調査 団 の結国式 は 4 月 241ヨ福祉センターで 行な う とと を 決 め， 発 掘調 査 は 4 月 26 日 か ら

開始し 6 月 25 日 を 完了 目 標にす る こと を 取 り 決 めた 。

後 ， 団 長 ， 主任 ， 調 査員 等で現場を下見す る O

4 月 工8 日 ， 北信土地改 良 事務所 と 調査 委託を取 り 交わ し た 。 午後 ， 旭�lJ事業所 で 旭町 匿!場整備

実行委員 会 があ り ， 望月 調査員 と 青木 が北 原遺跡 の発掘調査 に つ い て ， 遺跡 の重要性 ， 調査 日 程

等の説 明 に 行く。

4 月 23 日 ， 午前 ， 社会体育 係 の協 力 を 得て テン ト 設営 B 器材運搬を 行な っ た 。

午後 1 時3 0分か ら 結団 式 を 開催。 調査員 補助員 等全 員、が額を 揃え ， 26 日 か ら 開始さ れ る 発掘 調

査 の細部 打合わせ を 行な っ た。

終了後 ， 小林調査会長 の音頭 で乾杯を し ， 発 掘 謂査 の安全と 成 功を 抗り つつ 和気あい あ い のう

ちに散会 し た。

4 月 26 Eì ， 暗， 午前 9 時 に 発 掘 関 係 者 が現場 に 集 合し ， 鍬入式を 行な った。

祖先の冥福と ， 発 掘作業 の安全を 祈り つ つ 1 人 1 人 が読経の続く やお焼香を 行な っ た。

ここ北信 濃 飯 山 市 の北 西部 ， 長続丘陵， 関田山 脈に は残雪 が多 く ， )武が冷く 身;こ凍る 。 ま

は訪れ て い な い ・….，。

飯山市旭町遺跡群北原遺跡調査会〈組織〉

よヨエ〉 長 小林 忠一 飯山市教育委員会教育長

副会長 浦野 Etヨヨ 〈前〉飯山市教育委員会教育次長(昭和53年12月1日 出〉
ノγ 担ij 公 (後〉 |司 〈昭和53年12月 1 日

顧 間 春 日 佳一 (前〉 飯山市長 (昭和53年9月11日送出〉

// 小野沢静夫 (後〉 !可 (昭和53年9月12日就任〉

// 井上 慶誠 飯山市公民館柳原分館長

理 事 佐藤 政男 飯山市文化財専門委員

斉藤 二六 I1 

弓自IJ 春穏 // 

上原 孝夫 /1 

高橋 桂 /1 

滝沢藤二郎 /1 

監 事 松沢 定男 飯山市監査委員

宮沢 忠志 (前〉 飯山市収入役 (昭和53年9月四 日退出〉

風間 実(後〉 同 〈昭和53年12月2 日就任〉

事務局 青木 同1 飯山市教育委員会社会教育係長
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望月 静雄 飯山市教育委員会嘱託

読査毘
調査 団 長 高橋 桂 飯山北高等学校教諭

調査主任 松沢 芳宏 日伸精機(株〉長野工場

調 員 望月 静雄
/1 今井 正文 立正大学生

ノ7 野沢 則幸 ノ'

/1 松沢 伸一 飯山市

// 金井 il古美 須原市

指 丸山散一郎 長野県教育委員会文化課指導主事

関 十ろ=h乙二一 I! 



第I節 地理的環境

第E章 環 境

遺 跡 は ， 飯山 市大字 旭字北 原 に 存す る 。

千 曲 川 が ， 信濃に残す最後 の 平 が ， 銀山 盆地 で あ る 。 盆地 は 千治)11に よ っ て 二分 さ れ， 河東地

区 は 木島平 と よ ば れ て い る 。 河 西地 区 は ， 飯山 市街地北方 の 有尾部落か ら 戸狩地 !乏に i匂っ て 走る

長峰 丘陵に よ っ て 二分 さ れ， 東側 を 常盤平， 西仮Ijを外様平 と 称し て い る 。 長峰 丘陵は ， 標高 400

D1 内 外 の 低丘陵で、あ っ て ， 弥生式遺跡が 濃密に分布す る こと で古 く か ら 知 ら れ て い る 。

外様 子の 西縁は ， 北 信五岳の一つ 斑尾 山 よ り 北北 京に 向 っ て 走る 関 田山 脈に よ っ て 固さ れ る 。

関田山 脈は 1. ooom 内 外 の 低山 )1*で あ っ て ， 信 越 国 境 と な っ て い る O 外様平 は ， この よ う に長峰

丘陵と 関 田山 脈に よ っ て 画さ j守した 低平地で， 東西は1. 5� 2 キ ロ ， 南北約 8キ ロ にわ た っ て い る 。

飯山 市誕生 以前 \1'1， この 外様平は南か ら 柳原 ， 外様， 太 田の 三村を 包括 し て い た。

外様平 西側 は ， 関 白山 脈か ら流下す る 小 河}I ! に よ っ て つ く ら れた 小 扇状地が い く つ か 存在す

る 。 代表的 な も の を あ げる と 血川 扇状地， 笹川 扇状地， 滝沢川 扇状地， 長橋}Il扇状地 等で あ る 。

この 他 に も 非 常に小 さ な 扇状地形 が 各所 に 認 めら れ る 。 そ し て ， これら の 小 薦状地の 扇端面に集

落が存在 し ， 遺跡 も 多 く 存す る 。 標高 は . 360mを 中心 と し て い る 。

小扇状地 ・ 低湿地 帯， 小 台 地 の 地 形 が 入 り ま じ っ て 外様 平 が 形成 さ れて いる 。 外様平は ， 奥{言

濃 の 穀倉地 帯で あ る 。 そ れ は ， 平 の 中 をど 小 扇状地に押 さ れて 迂余 曲 折し て 流れ る 広井JIIの も た ら

し た 肥沃な堆積土 と 関 田l]l脈よ り 流下す る 幾多 の 小河川 に よ っ て 成立 し て い る 。 外様平 の 肥沃な

土 壌を形成 し た 広井 }IIの 源 は ， 旭地 亙に あ る 。

北 原 遺跡 は ， 外様平 の 南部 に位置 し て い る 。 !日村名で い え ば柳原 村で あ る 。 この!日榔原村の 北

部 に あ っ て ， 水 田地 帯よ り は 若干高 い 台地 状 の 地 形 の 上 に 位置 し て い る 。 この 台地状地 :iì列土地 下

水 が 意外 に 高 <， 1 . 5 m も 掘 る と 地下 水 が 湧 出 す る 。 遺 跡 の 東 側に は ， 県 道曽根一藤 ノ 木線が 走

っ て い る O 県道 に 沿っ て 集 落 が点在す る O 遺 跡 の 南に は ， 広 々 と し た 水 間が 展 開す る O この 水 田

地 帯は ， 北 を遺跡所在地 の 台地状地形， 東 を 県道 の 走っ て い る 故高地， 西を 関 田山 脈， 南は 広井

川 の 自然堤防 に 臨ま れ 排水 が 悪 く 湿田で あ る 。 水 田面 積 は40ヘクタールほ ど も あ ろ う か。

次 に柳原 村誌で 弓削春 穏 氏 が 述べ ら れ て い る 遺跡 所在地 の 気候の 特色 を 掲げて お き た し 、。 一部

省略 し て あ る こと を お 断 り し て お く 。

① 冬季は ， 北 西季節 風 が 強 く ， 降水 日 数， 曇天日 数が 多 く ， �会う つ な 天候が 続く 。 積雪 量多

く 根雪期 間 が 4 ヶ 月 に も 及び 冬ごも り 期 が 長 L、。

① 冬季は ， 寒気が き び し く ， 他 地 方 に く ら べ て 湿度 も 高 く ， そ こび え の す る 寒さ を感ず る 。

① 春 の 訪れ が お そ く 秋た つ こと が 早く ， 寒候期 が 長 く 援候期 が 短か し 、 。

@ 雪 消 え 後 の 4 月 か ら 5 月 に か け て 著 し く 乾燥す る 。

① 気候の 年 i段差， 日 較差 が 大 き し やや 内 陸性 で あ る 。
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第 1 図 北原遺跡の位置と周辺遺跡の分布図 ( 1 : 25000 ) 

1. �ヒ原 2 別府原 3. 笹川 4 . 布施田神社 5 . 法寺 6 . 主針i J足毛池 7. 在

4城城品成:ケ;'-1出 1叩o. :8'須司!口回]刀]与袋，� 1口1. お茶E医三 1ロ2 長降 1臼3 反者?窓主 1μ4. ;j林1宇科休�ネ{本〈子畑 1お5. t友芝金石仁 1凶6 有I応モ占i墳笠煎?群:洋 宇
17. 有足 18 ガニ沢上 19 大翠寺池 20. 神明IEJ裏古墳 2 1. 北j鉱山 22. 北町 23. 鍛冶回(5 4年度

調査地〉
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① 山 間 地 のた め 風 は 弱L 、 が ， そ れ で も 冬か ら 春 に か け て 強い 風 が 吹く 。

① 暖候期に は 風 の 日変化が お こ り ， 午前 は ää\' 、南風， 午後 は北風が 卓越す る 。

以上 で あ る が ， こ の気候の特 色 の中 に も 見 ら れ る よ う に ， こ の地 方 は 日本 で も 有数 の豪雪地 帯

で あ る 。 人 々 は 長 い 冬ごも り の生 活を余儀な く さ れ てき た 。 し か し ， こ の大 量 に 降 る 雪は ， 水 稲

耕作 に 生 活の基 盤お い てき た 人 々 に と っ て 大 切 な こ と で も あ っ た。 夏季に お け る 重要 な 水 資源 で

あ っ た か ら に他 な ら な し 、 。 多雪年は 豊作だ と い う 言葉 が そ の聞 の事情を よ く 物 語っ てい る と い え

よ う 。

第 2 節 歴史的環境

こ こで は 柳原地区 を中 心と し て近 辺の遺跡 につ い て 触れ よ う 。

信濃史料 に よ れば ， 柳原地 区 の遺 跡 は 以下 の5 ケ 所 のみ で あ る 。 ①笹川 新道 付近， ①南 条 鶴

巻， ①四ツ屋鬼ヶ 峯， ④小 佐原 城端， ①藤 ノ 木 中 滞。

正直 に い っ て ， 今 迄の飯 山 地 方 の考 古 学研究 で は ， 柳原地 区 は ほ と ん ど 省み ら れ な か っ た と い

っ て よ い で あ ろ う 。 そ れは ， 該地方 の考古学調査が ， 弥生式文化 の究 明 に重点をお き ， 弥生式遺

跡 の多 く 存す る 長峰 丘陵に のみ 目 を注 い で、 き た こ と に 起因 す る と い え よ う 。

柳原 地 区 が ， 私達 の注目 す る と こ ろ と な っ た の は ， 昭 和43年 以降で あ ると い っ て よ い で あろ

う 。 従 っ て ， 今 回 の闇場整備事業が， 施 行 さ れ な か っ た な ら ば， 北原遺跡1が日の目を見 る にい た

ら な か っ た で あ ろ う 。 た だ ， こ の功罪は別 で あ る が。

さ て ， 柳原地 区 に 人 間 の活動 が 開始 さ れた のは ， 先土器 時代 で あ っ た。 鶴巻遺跡か ら 先土器文

化 の所産 と 考 え られ る 彫器が 1 点 検出 さ れ て い る 。 針湖池周 辺 で も 石 刃が発見 さ れて い る。 また

城端遺跡 で も 先土器文化 の所産 と 考 え ら れ る 石器 が出 土し て い る 。

縄文時代に 入 る と 草創期の遺跡 と し て 城端遺跡 が あ げら れ る 。 城端遺跡は西小 住原台地 の商務

端 に 位置し て い る 。 昭 和44年 6 月 永 峯光一氏 ?とよ っ て 調 査 さ れ ， 多 量の表裏縄文土器が 得 ら れ

た。 目 下 広瀬昭弘君に よ っ て 整理が進め ら れ てい る 。 針湖池局辺 で も 表裏縄文土器がみつ か っ て

い る 。

縄文前 期の遺跡 と し ては ， 有尾遺跡 (註 1 ) が あ げ ら れ よ う 。 飯 山 町 誌編纂事 業 の一環 と し て，

神 田 五六氏 が発掘 調 査 を行 な っ た。 円 形 プ ラ ン の住 居祉 1 軒， 前期土器， 石器 が 検出 さ れた 。 こ

の出 土 土器 は有 尾式土器 と 命名さ れ て い る 。 針湖池周辺， 鶴巻， 須多 峯に も 前 期の土器 が 認め ら

れる。

縄文 中期 の遺跡 と し て ま づ須多 峯を あ げる こ と が で き る 。 こ こ か ら 出 土 し た土器 は ， 中期 初頭

に位置す る 良好 な 資 料 で あ る 。 北 陸地方， 関東地方 と の関 連を考 え る 上 に 重要な 資料 で あ る と 確

信し てい る 。 こ の資料は 目 下， 西沢 隆治君に よ っ て整理が進め ら れ ている 。 須多 峯近 く に も 中期

後半 の遺跡 が あ る 。 こ れ は 須多 峯の範囲 に 含 め た 方 が よ い か も 知 れ な い が ， 全 く の処女地 で あ っ

て 遺物 の出 土量 が 多 い 。 鬼ケ 峯， 別 府原， 外様島に も 小規模で は あ る が， 中期後半 の土器 が 出 土

す る 。
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縄文後 晩期に な る と 柳原 地 区 で は ， 全 く と い っ て よ い ほ ど遺跡 の分 布 は 認 め ら れ な し 、。 た だ ，

今 回 の発 搬調査地 点で若干， 縄文 晩期の土器 が 出 土 し て い る 。 粗製土器 のみ で あ っ て ， 晩期のど

の時期に 該当 す る か不 明 で あ る 。 縄文後 晩期に ほ と ん ど 活動が 認め られ な か っ た柳原地 区 も弥

生 式 時代 に 至 る と 再び 人 間 活動 の舞台と な っ た。 湿地 帯 を 多 く も ち ， 関 田 山 脈か ら 流下す る 小河

川 が 多 く ， 容易に水 が 得 ら れ る こ と が ， 初期水 稲耕作 に 適し た た め で あ ろ う か。 弥生 式中 期後半

の文化が， 奥信濃 で は 最も 古 い 弥 生式 文化 で あ る 。 現在 ま で のと こ ろ ， 中 期中 半 ま で 遡らせ る 資

料 は み つか っ て い な し 、。 中 期後半 の弥 生式遺跡 は ， ほ と ん ど が外 様平 の低湿地 帯 を 臨む関 白山 脈

東 麓， 長峰 丘陵西側 に分布 し て い る 。 柳原地 区 に お け る 中 期後半 の遺跡 と し て は ， 本 調査地 点の

北方 200 mほ ど 距 て た 別 府原 に 認め ら れ る 。 こ の遺跡 は 圃場 整 備 中 に発見 さ れ た。 中 期後半 の壷

形 土器， 聾形土器 の破 片が 出 土 し ， 更に住居祉 の存在 も 認め ら れた が ， 工事 者によ っ て 無残に も

破 壊さ れ て し ま い ， ど のよ う な規模を も っ て い た か は 全 く 不 明 で あ る 。 本 遺跡西 南方 800 mほ ど

距 て た 関 田 山 脈東 麓の鍛 冶 回遺跡 で も 中 期後 半 の土器 が 出 土 し て い る 。 こ の鍛冶田 遺跡 は ， 昭和

54年度 の旭地 区 間場整備事業に 伴な い 緊急発掘 調 査 を 行 な っ た。 こ れ に つ い て は ， 本 報告書完成

後 に 報告書が 刊行 さ れ る で あ ろ う 。 そ の他 に 針湖池周 辺に も 中 期末 の良好な遺跡が存在す る 。 未

調 査 で あ る が規模 は相 当 な も ので あ る 。 丘頂 に所在す る こ と を 考 え る と 特 殊な 遺 構を も っ て い る

のか も 知 れ な し 、。

弥生式後 期に 入 る と 先 づ西小 佐原 台地 の城端遺跡が 注 目 さ れ る (註2)。 昭和44年春 ， 発掘 調 査

を 行 な っ た。 隅丸 方形 の住居祉 1 軒， 後 期初頭 に位置す る 土器 のセ ッ ト ， ドン グリ， クル ミの炭

化物 を 検出 し た。 弥 生式後 期初頭 の食生 活の一端 を 示す 資料 で あ る 。 こ の発掘地 点は ， 縄文 草創

期の出 土地 点と 近接 し て い る 。 西小 佐原 台地 の南方 100 mほ ど距 て て ， 須多峯台地 が あ る 。 昭和

40年 8 月長野 県下 で 初め て の弥生式後 期周 溝墓 が 検出 さ れた 場所 で、あ る (註3)。 方 形周 溝墓は 台

地 の東南 の縁辺 部 に 位置 し て い る 。 こ の直下 の沢状地 帯 に も 弥生式後 期の土器が 認め ら れ る 。 針

湖周 辺 に も 後 期遺跡が あ る 。

古 墳時代 の遺跡 と し て 須多 峯遺跡 が あ る 。 方形周 溝墓に近接 し て 柳町式 の住居祉三軒と 土器 が

出 土 し た。 住居it上は 隅丸方形 のプ ラ ン で あ る 。 椀町式土器 は 一時弥生式後 期末 に編年的 位置が あ

た え ら れ て い た が ， 現 在 は 関東地方 の五領期後半 の土器 に 併行す る も のと し て 取扱わ れ て い る

(註 4 ) 。 鬼高 期に属 す る も のと し て は ， 桐原健氏 が 調査 し た 有尾遺跡 が あ る (註 5 )。

古 墳は ， 有尾部落北方 の長峰 丘陵丘頂に有尾古 墳が あ る 。 長 野 県北端 の前 方 後 円墳 ( 帆立貝

式 〉 と し て 知 ら れ て い る 。 近接 し て 円 墳の小 丸 古 墳が あ る 。 更 に 神明 白I裏に も 古 墳と 推定 で き る

も のが 数基存在 し て い る 。

真間 期に該当 す る 遺跡 は 今 の所， こ の近 辺では発見 さ れ て い な し 、 。 国 分 期に 入 る と 遺跡が再び

多 く み ら れ る よ う に な る 。 別 府原遺跡， 鍛 冶 田 遺跡 ， 黄金石上遺跡， 城端遺跡 ， 鬼ヶ 峯遺跡， お

茶屋遺 跡 ， 鶴 巻遺跡， 長 者窪遺跡 ， 林子畑遺跡， 針湖池周 辺 が 代 表的 な も ので あ る 。

一般的 に い っ て ， 奥信濃飯 山 地 方 は ， 弥生式 中 期後 半 に も た ら さ れた 農耕文化は後 期に 入 る と

拡散し て ， 各 地に そ の痕跡が 認 め ら れ る が， 古 墳時代 以 降 活動が あ ま り 認め ら れ な く な る 。 そ し

て ， 国 分 期 ( 平 安 時代 〉 に 入 る 再び各地 に そ の痕跡が残 さ れ る に い た る 。 換言す れ ば ， 平安 時代
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に入 っ て 該地方 が 急速 に 開拓さ れ て い っ た と い え よ う 。 そ れ は ， 荘盟制 の進行 と 無 関係 で な か っ

たで あ ろ う 。

中 世末 期 ( 戦由時代 〉か ら 江戸 ， 明 治へ と か け て 奥信濃地方 と 上越地方 と は 交流 が 活発 で あ っ

た。 白然環境 の項 で 触れ て い る よ う \'こ外 様子占の西 縁を 画す る 関 田 山脈は ， 1 ，Ooo m内 外 の包山脈

であ っ て 奥信濃 と 上越地 方 を 結 ぶ重要 な 交 通 ノレー ト で あ っ た。 上越地方 の物 資が こ の関 間山脈を

越え て 奥信濃へ と 運 ば れ た 。 そ し て ， そ れ ら の物 資が 長野 ， 中 野 方面へ と も た ら さ れ た の で あ

る 。 そ の物 資の集 散地 が 飯 山 で あ っ た。 そ れ ら を 裏付け る か のよ う に 関白山 脈に は 幾本 も の峠道

が存在す る 。 し か し ， 近代交通 革命 は ， そ れ ら の歴史 を過 去へ とお し 流 し ， 峠道の存在 も 人 々 の

記憶か ら 消え 去ろ う と し て い る 。 発 掘 調 査地 点の南 側 に 県道 よ り 分か れ て ， 関田 山脈へ と 向 う 小

道が あ る 。 地元 の古 老に よ れば 往時越後 へ の交通路 で、 あ っ た と い う。

参 考 文 献
外様村史 飯 山 市公民銭外1気分館 昭和32年 11月

柳原村誌 飯 山 市公民irBWll1京分館 昭和45年 4主i

信淡史料 第 1巻J::: . -f í言波史料刊行会 昭和31年10月

註1 神田二正六 「 長野県下水 内郡飯山町有尾遺跡発掘概報j {言波5 の 8

註2 高橋住 「北信濃淡端遺跡調王室略報H言淡2 1 の 7

註3 高橋娃「北信波多ヶ峯弥生式墓壌調査略報J考古学雑誌5 1 の 3

註4 高橋桂， 太田文雄日ヒ信濃須多ヶ当星 第 二次発掘調査報告_j {部長29 の 4

註5 長野県飯山南高校考古学ク ラブ 「長野県飯山 市有尾遺跡調:夜概報」 信淡13の12

第藍章 調査経過

調 査は ， 800 m2 を対象面 積 と す る 緊急発掘調査 で あ っ た が ， 範囲 な ど不明確 な部分 が多 い た

め ， 遺跡 の拡が り を中心的課題 と し て 取り 掛る こ と に し た。

調査方法 は グ リ ッ ト 法 と し ， 調 査地 区 内 に建設さ れ る 道路 の中心線 に 打たれ て い る基準点をそ

のま ま 発掘 区 のポイ ン ト と し た。 道路 の中心線 をY軸 ï直角 に 振っ て X軸を 設定 し ， 10 x 10m の

区 画を {乍っ た。 す な わ ち ， 南 か ら 北へ 7 � 15区 ， 西 か ら 東へ C � F 区 と し ， さ ら に 10 x 10 mのグ

リ ッ ト を 5 mX 5 mの4 区 画に 分 け イ， ロ ， ハ， ニと し た。 こ の!順序 は ， 西北 隅か ら 反時 計一回 り

に名付け た。 例 え ば 西北 偶を C ←15ーロ区 と 呼称 し たので あ る 。 な お ， グ リ ット 番号 を 途 中 か ら

付け た のは遺跡が さ ら に 拡が る こ と を 考 慮し た か ら で あ る 。

発 掘 は ， 例年 に な く 雪 消え が 遅い た め 4 月 26 日を 待っ て 開始 し たo E ，  F -l l ， 12区 よ り 調

査 を 進 め た が ， 明 確 な 遺構 は 確認 さ れず ， さ ら に北へ調査 を進 め た 。

4 月 28 日に な っ て ， E -14 ーニ区 よ り 1 ， 2 号 土竣が 縫認 さ れ ， さ ら に 周 閉を拡張し た結果柱

穴群， 土墳 群を 検出 し た。 こ れ ら は後 に 第1 ， 2 号掘 立 柱建築 :I:il:， 9 � 15号 土壊と な る 。

5 月 初j勾よ り E -I0 ーイ IRよ り 南 ， 西 へ そ れ ぞ れ 調 査 を 進め て い っ た が ， F -9 区 に 至 っ て お

びただ し い 量 に のぼ る 鉄浮 が 出 土し ， 加 え て 輔 の羽口 が 出 土し た た め 鍛 冶 に 関 係す る 遺構 の存在

を 推 測す る に 至 っ た。
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5 月 19 日頃ま で に ， E -8 ーイ =- E -9 ，  10区 を全 て 人 力 に よ っ て E層下面 ま で掘 り 下 げ

たが ， C ，  D区 及 び 7， 8 一円 ハ区 は重機 に よ っ て 表土のみ 除 去し た。 そ し て 精査の結 果 ，

1 ，  2 号住居社， 翠棺墓， 土 議， 柱穴群を検出 し た。 (整指墓 は 5 月 19 Bに 検出 〉 。さ ら に 5 月 24

日， E -9 ーニ反の19号土娯か らほ ぼ完全 な 羽口 が出 土 し ， 翌Rそ れ に接 し て も う 1 *出 土 し

た。 こ のこ と に より 鍛 冶 遺構 で あ る と 断定 し た。

5 月 来日ま で に調査予定 区 内 の全 て を確認 商ま で掘 り 下げ た 。 そ の結 果 ， 約40 ヶ 所 以 上 に 及 ぶ

遺構 と Jif1\われ る 落 ち 込 み を 確認 し た。 範囲 確認 のた め C， D-4 ， 5 ， 6 区 を 調 査 し た が ， 明 確

な 遺構 は 検出 さ れず， 南側 へ の限界を把握 て 、ぎた 。

6 月 初め より 精力 的 に 各 遺構 を掘 り 下 げ た。 特 に D， E - 8 ， 9 ，  10区 に位置す る 土核三ど中 心

に 羽口 ， 鉄 浮 が 多量 に 出 土 し た のが 注 目 さ れ， 加 え て 2 基 の井戸 i止を検出 し た。 1 ， 2 号j\ニ戸 主1:

とも に 多 量:の木製品 が 出 土 し ， 伴出 し た土器 に よ り 鍛 冶遺構 と 同 時 期で あ る こ と が 判明 し た。

ま た 6 月 11 日 調査地 区東 方の谷 状 地 を踏査 し た と こ ろ ， 3 � 4 ケ 所 の落ち 込み が発 見 さ れ た 。

これ は ， 現に 開始 さ れ た 隠場整 備 に よ っ て 水 田 の床土 を剥土 し た た め に 露呈し，た も のであ る。 急

拠 こ の地 区 をB地 芭と し ， 工事関係 者の協 力 を得 て 調 査 を 開始 し た 。 そ の結果 4 基 のこ土墳が 確

され， 土 壌内 ょ っ 多 く の木製 品 が 出 土 し た。

6 月 初日頃に な り よう や く B地区及び E ， F - 9 ，  10 ，  1 1 ，  12 ， 13， 14， 1 5症の調査 が 終了

し ， D， E -8 区 出 土遺 構 が 最後 の追い上 げ と な っ た。

6 月 22 日よ り ， 台風 の影 響に よ る 集 中 豪雨が 続き ， 約 1 遇問調査不可能 と な っ た。 調査地 註内

は ， プ ール のよう に水 が 溜り ， バケ ツ， ポン プ を利用 し て 汲み 出 し た。

7 月 3 日 より 実 測作業， 写真撮影等に全 力 を挙げ 7月 8 日に 現地作業を終了した 。

約60 日に 及 ぶ発 掘 調 査 は ， 当 初の予定面 積を大幅 に上 回 る2000m2 以 上に及び ， 平安時代?と比

定 さ れ る 鍛 冶遺構， 井戸 Íl上等 次章�f;こ 記す よ う に 多 く の成果 を挙げ た。

な お 5 月 下 旬 よ り 本遺跡 の重要 さ が指摘 さ れ， 遺跡保存が具体的 に 検討さ れた。 こ のこと �と

つい て は ， 県文化課 ， ゴヒ信土地改 良事務所 ， 地元 箇場整備実行 委員 会 ， 調査 田， 市教育委員会 の

5 者会談が 5 月 30 8に行 な われ た 。 遺跡 の範聞は ， 調 査 区 をほ ぼ西 限 と し 画場整 備 区 域 外の東 方

へ 拡が る と 推定 さ れ た た め ， 調査地 lKを 通過す る 道路部分は土 盛り 保存， 他 は 畑地 に 換地 し て 保

存す る と い う 事 で合意 さ れた。

作業協力 者名簿 ( 順不 同 ・ 敬称略〉

小 島千代太郎， 大 塚勇(作業員責在者) ， 大 塚泰一， 大 塚ふ さ 子2 中 島弘文， 北 JlI利之， 北 川三

代蔵， 斉藤光直 ， 中 島信， 阿部智子， 阿部光 子， 阿部美登里， 小林つね ， 渡辺す え ， 飯 山南高考

古学クラ ブ， 高 榔保人， 小沢 芳毛)(， 高橋均

以上 の方々 のほ か ， 笹川 ， 上新自， 南条地 区 の皆 さ ん か ら 多大 な 御 協 力 をい ただ い た。
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第lV章 層序と文化層

旭町遺跡 群北原遺跡 の標準層序 は 第3 図 のと お り で あ る O

第 I 層 表土層 で、あ る 。 耕作 に よ っ て パサパサし て い る O

第E層 黒 色 土 で あ る 。 粘着性 が あ り し ま り は 良 い 。

第E 層 黄褐色砂 質粘土 質層で あ る 。い わ ゆ る ロ ーム層 に似る が， 砂質粘土を 含み 粘着性 があ

る 。

第百層 黄 褐色砂毒薬粘土 質層 で あ る o )[層 に 似 る が ， 小 礁を含 む。

第V層 褐色粘土 質層 で あ る o )[， N層に 比 べ褐色味 が 強 し 、 。 粘着性 が あ り ， し ま り も 良 L 、 。

第百層 黄 白 色粘土 層で あ る 。 全体的 に 白 っ ぽ い 色調 を呈す。

第VlI層 褐色粘土 層。 部分的 に 存在す る よ う で， 層厚 も 最大10cm と 薄い 。

第四層 青白 色粘土 層で あ る 。

1 • II層 は ， c区 で は 薄 く ， 逆に F区で は 厚 い 堆積状 況を 示す 。ま た， 作物 の アスパ ラ がE 層

下面 ま で 根が 張っ て お り ， C ，  D， E ，  F - 8 ，  9 ，  10 区 で は E 層が 明 確で な か っ た。

さ て ， 平安時代の遺 構の確認は 第E 層上面 で認め ら れ て い る 。 し か し ， 遺物 出 土状 況， 遺構セ

ク シ ョン等か ら 生 活面 は E層の中 ほ ど と 思われ る 。 表土よ り 約 15 �25cm の下面 で、あ る 。

地 層 の観察に基 づけば， 本遺跡 の立地す る 徴高 地 は 扇状地性 徴高 地 と 考 え ら れ る 。 地 形そ のも

のは 丘陵状 を示す が ， 地下水 が 高く ， また地 盤も 軟弱で あ る 。 調査地 区 周 囲 は比較的 新し い 浸食

に よ っ て 谷 地 状 を示 し て いる 。 こ れ ら の谷 状 地 は厚 い 黒色土層 お よ び 小 篠の堆積が認め ら れ る 。

百二二三二二
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発見された遺構と遺物第V章

A地区

井戸祉 2 基， 掘立土 濃42基 ( 聾 棺墓 1 含 む) ，本調査によっ て 出 土 し た 遺 構 は ， 住居並二 軒，

柱建築祉 4 棟 で あ る 。 遺構 より 出 土 し た遺 物 は す べ て 平安 時 代 に 比定 さ れ る もので あ る 。

これ らの遺構と 出 土 し た遺物 に つ い て 以下 に 略 述す る 。

社居住第1節

第 1 号住居!J上 ( 第5 図 〉

D-I0 区に位置す る 。 1 号掘 立柱建築祉 に よっ て 一部切 られ てC ，  発掘 区 の最も西 側 ，遺構

し、る 。 平 面形は ， 東 西530c m， 南 北 410c mの隅丸長方形 を呈す る 。 壁 面 は 明 白 で， 壁高 は 1 O�20

床面は 貼

床な ど特別な 工夫 は 施

して いな いが堅徽で，

c m であ る 。

ほぼ平担 であ る 。 竃は

閉山間間1

。口
南壁中央に位置し た と

考えられ る 痕跡 が 認 め

煙道部 と思われる が，

られ る のみ で， 具体的

な 構築物 は な し、。 恐ら

く1 号掘立柱建築祉構

築 の 際に破 壊さ れ た も

の と 考えられ る 。 柱穴

は 4 本あ り ， 深さ は30

。。
�50c mで あ る 。

本住居祉 覆土遺物

市川州

か らは 土師器 杯， 整形

土器破片 等総数約20 点

出 土した が ， 細片 のた

三三三E三量三ミムー
め 実 測可能 な 遺物 は な

し、。

第2 号住居士11:(第6 図 〉
5m 
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第 1 号 住居社第 5 図

D-7 ーニ区

に 位置す る 。

遺 構
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第8 図 第2 号 住居祉遺物分布 図

表 土 をど 約 20cm 掘り 下 げ た と こ ろ 焼

土 ヵ:か な り の潜厚 をも っ て 拡が っ て お

り ， 精査 の結果 住民社 と 判 明 し た。

平面 は ， 東高340cm， 南 北420cm の

隅丸長方形 を呈す る 。壁高は 5 � 10cm

と 浅 く ， 特 に南東部分は不 明 確 で あ

る 。 寵は西 l南コーナーに i位置す る が ，

遺存状態 は 悪 し 、 。 規模は 長 さ 120cm，

l幅95cm を測り ， 砂質粘土， 小 撲 を併

用 し て 構築 さ れ て い る 。 平面 プ ラ ン ば

煙道部 を壁外 に 突 出 し た 馬 蹄形 フ。ラ ン

を示す も のと 思わ れ る が ， 焚口 のi橋

部 ， 袖部等が 崩潰し て お り 明 確 で な

い 。 住居社 内 に お け る ピ ッ ト は 14あ る

が ， こ れら のう ち 九， P7， PS は焼 土

に 覆 わ れ て お り ， 特にPけま緩まま で粘

土 ， 焼 土が充満 し て し、 た。

遺物(第一9密〉
出 土遺物 は 土師器整形土器 破片が多

く ， 箪周 辺 か ら 焼土分布 区 ?こかのーて多

く 分布す る ( 第8 図 〉。 接合 し 実 測可能 と な っ た のは 以下 の3 点で あ る 。 1 ， 2 は 小形の土 師器

斐形土器で， 口 縁部 は 緩く 外反 し ， 胴部 に 最大径 を有す る 。 口 縁部 か ら 服部 ?とか け て 内外 国とも

横ナデ調整 を施 し ， 色 調は黒補色 を呈す る 。 1 は 口 径 1 1 . 5cm， 2 は 口 径 13 .4 cm �測る 。 3 は

「く 」 の字状 に外反す る 口 縁 を有 し ， 口 径 21cm を測る 。 胎土 に 小石 ， 砂 粒 を 含み ， 焼成 は 良好

であ る 。

こ の他 ， 鉄浮 が 数 点検出 さ れ てい る 。

γF、nuuu 山二� :二二 ヲグーはは 32 。 10 cm 

第2関 第2 号住居社出土遺物

- 17ー



」賓土第 2 節
第 1 号 土塘 ( 第一10図 〉

深さ ( 遺精確 認ìJiJか

I._ • ， 

事 3JJ
E -14 ニ区 に位置す る 。 形態 は径約 80cm の 円 形プ ラ ン を 呈し ，

単 に "深さ "と いう 〉 は 15cm と

浅 い 。 覆土 は 1 層 で， 炭 化物 を 含 む 暗褐色土 j習が

ら の 深さ 。 以下，

して い た 。

土 j茂周辺お よ び 覆土 中 よ り 総 数35 点の遺物 が 出

土 し た が ， 細片 が 多 く実測で きた の は 土師器 杯，

1 は 糸切底 てど有す る 土

砥石 の 各 1 }去の み で あ る 。

2 ) 遺物 ( 第11 図 1 ，
2 器高仁1 fミ'.14cm ，師 質須恵器 の 杯形土器 て、あ る c

須恵法に 比べ て 焼成灰白 色 を 呈す る が ，4 cm o  

2 は 砥石で あ る 。 綴底 か ら

出 土 し た 。 長方 形を 呈し ， 断面 四角形であ る 。 一

が 思く軟質で で あ る 。

\ 'lv〆
t. 

面 には 条線 状 の 痕跡 が 認め ら れ， 使用 痕と 忠 わ れ

/ る 。 重量は 260 g を測る 。

第 2 号土壌 〈 第10 図 〉

ミ 一 一 一 一'�I--:-Z::_.

孟二二�三三
E ←14 -ーニ区及び E 一一15 ハ区に か け て

位置 し ， 北側一部 は 第1 号 掘立柱建築起に よ って

遺構

i祭さ

は 61cm と 深し 、 。 旗底は ほぼ平坦 で あ る が 軟弱で

切 られ る 。 形態は 175 X 160cm の楕円 形て\

あ る 。 壁は 摺鉢状 を 呈す る 。 覆土 は 暗褐色土層 で

一部 にスサ状 の 炭 化物一様 に入 り 込 ん で い た が，

〉/ \V

KJ〆
•

 

・4g・@.2・
•

 

..

 

。が薄い 層 と な る 部 分も 認め られ た 。 . /。造物 は ， 覆土上部iか ら 底 にか け て 万i屈な く出 ー-. . 土 し ， 完 形品 ， 接合 し た 個 体 も 多 し、。 覆土， 造物

nhu

 

/MH1B

 

+巳d出 土状 態か ら一時 期に埋 め ら れ た 可能 性 が 強 し、 。 . . 
出 土 し た 遺物 は 杯形土遺物 ( 第11 図 3 � 8 )  

器破片 が圧倒的な 割合 い を占め る 。 図 示し た も の

5 は土 師 器 で4 ， 3 ，  はす べて杯形土 器 で あ る 。

器 高 4 cm あ り ， J底部 は へ3 は 口径13cm，あ る 。

ラ 高1Jり を施す。 底 部 の 器 肉が厚く色 調 は 明 褐 色 を

4 は 16号土 jJ長覆土 出土土器 と 接合 し た も の呈す。

づ境1号�2弓t1'�10悶
3 と 法量 は

- 1 8  -

器高 4 cm と ，

相似し て い る 。 内 外国 と も 黒色を 呈し ， 底 部 は 糸

口f主1 2.8c口:1，で あ る 。



�._1 7 
2 

� L7口 \」ノ \_間l E 

ミ主7
6 7 

。 10cm 
第11 図 第 1 ・ 2 号土犠出 土遺物

切 り痕跡を と ど め る 。 5 は 口径9 .8cm， 器高2 .8cm と 小形 で あ る 。 器 肉は薄 く ， 底 部 は へ ラ 削り

であ る が 胎 土が不 良 の た め 拓本 の採取は不可能 で あ った。 5 は 須恵器 で， 口 径 13. 4cm， 器 高3

c mと ， 浅い器形 で あ る 。 全 体 に 器 肉は薄 く ， 青灰色 を 呈す る 。 6 ， 7 は灰 白 色を 呈 L， 須恵器

に比べ軟質で、あ る 。 6 は 口径12. 5cm， 器 高4 cmo 7 は 口径 13cm， 器 高 3 . 8cm， 両 者 と も 底部

は糸 切 り痕跡を と ど め る 。

第 3 号土墳

遺構 〈 第12 図) F -10 ーロ 区 に位置す る 。 規模は 165 x 135cm， 深 さ 48cmで， 平面隅丸長方

形を 呈す。 覆土 は 5 層 に 分 か れ る 。 1 層 は 暗茶褐色土層 で， 小穣等 の 狭雑物 を 含む。 2 層は 暗褐

色上層。 1 層 よ り細 く ス コ リ ア 粒を 含む。 3 層 粘 土 ブロ ッ ク 層。 4 層は 黒 色 土層で粘土粒を多 く

含む。 5 層 は 黒 色土層 で， 4 層 に 比べ粘土 粒は 少 な し 、 。

遺物 は 1 ， 2 層 よ り土 師 器 聾・杯形土器 片 が 多 く 出 土 し た が ， 細 片 の た め実測可能な も の は 1

点の みで あ る 。 そ の 他， 鉄 浮 が 数点 出 土 し て い る O

遺物 (第13図 1 ) 口径12 .7cmを 測 る 須恵器蓋形土器で、 あ る 。

第4号土墳

遺構 (第12図 ) F -10 ーロ 区 に位置 し ， 3 号土墳 に 切 ら れ る 。 規模は 160 x 135cmを 測 り，

平面楕円形 に 近に形 を と る 。 深 さ は 10cm と 浅 い が ， 北側 は や や深 く な る 。 覆土は 黒 色土層 で，

粘土プロ ッ ク を多 く 含 む。

遺物 は 3 号土旗 と 同 様 に 細 片 の みで， 実測可能 な 遺物 は な し 、 。

第5号土境

遺構(第12図 ) F -10 -イ 区 に位置 し ， 3 ，  4 号土墳 の 北 に 接 し ， 6 号土 携を 切 る 。 規模は

1 75 x 1 50cm で楕 円形 プ ラ ン を 呈す る 。 深 さ は40cmで， 墳底 は ほぼ平担 で あ る が ， ピ ッ ト 状 の 落

ち込 みが 1 ケ 所 認 め ら れ る 。 覆土は 4 層 に分 か れ る 。 1 層 は 陪茶褐色土層 で， ロ ー ム粒を 多 く 含

む。 2 層 ， 暗褐色土 層 。 1 層 よ りロ ー ム粒が少 な し 、 。 3 層 ， 茶褐色 土層 。 細 か な ロ ー ム 粒を 含

み， パサパサし て い る 。 4 層 ， 黒色 土層 ， ロ ー ム粒を若干含む。

- 19 -
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遺物 は土 師 器 翠形土器紹片 が 多 く ， 他 に 沼口 ， 鉄j宰が若干 出土 し て い る 。

第5号土壌
遺構 (第12 図) F -10 ーイ 区 に位置 し ， 南側を 5 号 土績に 切 ら れ る 。 規模は260 x 1 80cm (推

定〉 で， 平面構円形 を 呈す る も の と 思わ れ る O 深 さ は 40cm で 5 号土壌底 と 同 一面 であ る 。

l底は ほぼ平 坦 で 3 壁 は 急斜に 立 ち上 が る 。 遊士は 5層に 分 かれ る 。 5 層は粘 性 の 強 い 黒色 土層。

6 1吾3 詰褐色土層。 細か な ロ ー ム粒を 含 み ， パザパサ し て い る 。 7 )霞， 黒色土層。 8 層， ロ ーム

粒の 極め て 多 い鴇色土層。

5 層か ら 6 層に か け て ， 人頭大 の 石 が 数 値出 土 し た が 1 点 を 除 い て 加工， 使用 痕 は 認 め ら れ

な か っ た。 遺物 分布 は ， ほ ぽ 全 層に わ た っ て 出土 し た が ， 全 て 細 片 であ る 〔第46 図〉

遺物 〈 第 13 図2 ) 火熱を 受(ナた た め か な り破損 し て い る が ， か な と こ石と 思わ れ る 。 表面 と

には無数の 目みが あ り， 鉄浮が付着 し て いる 部 分 (斜線〉 も 認め ら れ る 。

第7号土壌
〈第1 2密) E-10 ーニ， F -10 ーイ 区 に か け て 位寵 し ， 一部 主住穴に よ っ て 切 ら れ る O 規

模は2 20 x 2 20cmの不整楕 円形 を 呈し ， 深 さ は67cmを 測 る 。 横断一屈は 階段状 を 呈し て お り，

には 凹 凸 が 認めら れ る 。 表土 は 陪褐色上 層の 1 層 であ る が ， 確認直に お い て B 粘土状の 黄褐色土

居が一部に拡 が っ て いた。

造物 (告さ13 図3 ， 4， 5 ，) 出 土 し た 遺物 は土 師 器 界形 土器破 片 が 多 く ， 他 に 羽ロ ， 鉄�が 出

土 し た。 j玄e示 し た も の は いずれ も 土師器杯形土器 であ る 。 3 は 口 径 12 .3cm を 測 る 。 底部は欠損
していて 不 明 で あ る が ， m支部周 辺 に ヘ ラ 削りを 施 し て お り， 1底部 も ヘ ラ 削り調整 と 忠われ る 。 4

はIコ径 12cm， 器高 4 .3cmを 測 る 。 底部お よ び そ の 周 辺 は ヘ ラ 自uり調整 を 施 し て い る 。 3 と 同様

内面黒 色 で， 色調 は 褐色を 皇す る な ど相 似点 が 多 し 、 o 5 は 口 箆13. 4cm， 器高4 .5cm を謝る 。 内

に7二二三しーさ警

ぐ77

ヰ 5 。IOcm一ー一一一一一一一一一一一←ー-'
第13図 第3 号 (1)， 6 号(2)， 7号(3�5)， 8�ラ(6)土糠出土遺物
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面 は 黒 色 処理 を 施 す。 底 部 お よ び毘辺は 回 転 ヘ ラ 削り 調 整を 施 し て い る 。

第8 号土境
( 第12 図) F -10 ロ 区 3 号土 植の 西側 に 位置す る 。 規模は215 x 205cm， 深 さ 70cm

で ， 平面隅丸三角 形 をど呈す る 。 液底 は や や 凹 凸 が あ り ， 軟弱であ る 。 壁は 西壁が 内湾ぎみに 立ち

上 が る 。 覆土 は 黒褐色 土層 の 1層 で あ る が ， 焼土 ， 粘土 刀、ブロ ッ ク 状 に 含ま れ る 。

遺物 分 布は ， 東 側 は 上部 に 多 く ， 西側 は上部か ら下 部 に か け て 万遍 な く 出 土 し て い る ( 第46

図 〉。

遺物 ( 第13図 6 ) 実測 可能 な 資料 は土師器整形土器 1点 で あ る 。 口径 20. 8cm を 測 る ロ 縁 内

外面 と も 横ナプ調 整 を 施す。 色 調 は 褐 色 を 呈 し ， 出土 に は 小石な どを 含 むが焼成 は 良好 で 堅徽で

あ る 。

• s. 'E-Iら ごみ

す一一一一一 1m 

第14図 第9 号土壌平盈ì.遺物分布図

3 

。 10cm 
4 

第15図 第9号土墳丘1土造物
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第9号土境
遺 構 ( 第14 図) F -14 ーロ 区， 2 号土墳の 南 5 m に位置す る 。 規模は 165 X 160cm で ほ ぼ円

形のプ ランを 呈 す る 。 深 さ は 100cmを 測 る 。 南 側は 2 段に掘 り 込 ま れ て お り ， 直径 40cmの 嬢底

に至る 。 覆土 は 8 層 に 分 か れ る 。 1 層 は粘 性 の 強い 黒色土層 で あ る 。 2 層 ， 暗褐色層 で 1 層 に 比

ベパサパサし た 土層 で あ る 。 3 層 ， 黒色土層。 1 層よ り さ ら に粘 性 が あ り ， 炭 化 物 な ど が 含 ま れ

る。 4 層 ， 褐色土層 で， 焼土粒を 若干含 む。 5 層 は焼 土 で あ る 。 6 層 は 炭 化物 を 多量 に 含 む黒色

土層で あ る 。 7 層 は黄褐色土層 。 8 層 は 青白 色粘土層 で ，粘性が 強く ， ほぽ平担に堆積し て い る O

遺物分布 ( 第14図 〉 遺物 は 1 層 か ら 6 層 にか け て 出 土 し ， 7 ，  8 層 で は ほ と んど検 出 さ れ な

か った。 遺物 接合 は か な り の レ ベ ル差 が あ り ， 1 層 か ら 6 層 は ほ ぼ連続的 に 埋め戻 さ れた と 考 え

られる 。

遺物 ( 第15 図) 1 � 3 は土 師 器杯形土器 で あ る 。 1 は 口 径 13 .2cm， 器 高4. 2cmを 測 る 。 内

面に黒色処理を 施す。 底 部 は ヘラ削 り 調 整 を 行な っ て い る が 糸 切 り 痕跡が 残 っ て い る 。 色調 は 明

褐色を 呈す。 2 は 口 径 16. 6cm， 器高 5. 2cmo 1 と 同 様 に 内 面 黒 色 で， 底 部 お よ び そ の 周辺は 回

転へラ削 り 調 整を 施す。 色 調 は 赤褐色 を 呈す。 3 は 口 径 15. 5cm， 器 高5 .2cmを 測る 。 内面黒色

で， 底部 は へラ削 り 調整 を 施す。 胎土 に 小石 等含 むが焼成悪 く 軟弱で あ る 。 4 は土師器 寵形土 器

である 。 胴部に最大径 を 持 ち ， 口径 は 22cm を 測 る 。 胎 土 に 小石 を 含み焼成 は 良好で あ る 。 5 は

須恵 器 で 長頚壷と 思 わ れ る 。 器 肉は厚 く ， 底部 に 糸 切 り 痕跡 を と ど め る 。 底部 周辺には 回転へ ラ

削りが施 さ れ る 。

第10号土境

遺構 ( 第17 図 ) E -14 -区 ， 9 号 土墳 の 西1 m に位置す る 。 い わゆ る ロ ー ムマウ ン ドを 伴 う

土墳であ る 。 土 濃の 規 模は250 x 150cmで、平面不整三角 形 を 呈す。 深 さ は25cmを 測 る が， 繍底 が

波状にな る 部分 も あ り ， 伴出 遺物 も 無 く 人為的遺構で あ る か や や 疑問 で あ る 。

第11号土壌

遺構 〈 第17 函) E -14 ーイ ， ロ 区， 2 号土旗 の 西 6 m に 位 置す る 。 規模は31 0x 80cm で長楕

円形プラン を 呈す る 。 深 さ は 10cm と 浅 い 。 覆土は炭化物 を 多 量 に 含 む暗褐色土層 で あ る 。 土 境

内には大小 3 ケ 所 の ピ ッ ト が 検出さ れた が ， 位置， 深 さ が一定 し て い な し 、 。

本遺構か ら は土 師 器 細片 が 数点 出土 し た の み で、 あ り ， 実測可能な遺物は な し 、 。

第12号土境

遺構 ( 第17 図 ) E -15 ーロ 区 に位置す る 。 規模は 6 0x 50cm で楕円 形 プ ラ ンを 呈す る 。 深 さ

は25cm と 浅 く ， 出 土 遺物 は な い 。

第13号土壌

遺構 ( 第17図 ) E -15 ーロ 区， 12号土療 に接 し て 出土。 規模は 120 x 100cm で不整 三角 形 を

呈し， 断面 皿状 を 呈す る 。

出土遺物 は な し 、 。

第14号土壌

構 ( 第17図 ) E -15 ーロ 区， 12， 13 号土 撲に 接し て 位置す る 。 規模は 140 x 120cm， 深 さ 30
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cm"2:{J\IJり ， 平面 構円 形 を 呈す る 。 覆土は 2 層 ?と 分 か れ る o U由主焼土 2 層 は 路ー褐色土層 で、あマ0 0 
よ り 1 点 出土 し て い る 。

( 第16図 〉 土 師 器杯形土器 であ る 。 口 窪12 .3cm， 器高 3 .5cm

を測る。 底部 は糸 切 り 痕 を と ど め I十 J 乃至 I x J E:IJの へ ラ記 号 が

認め られる 。 色調 は乳白色 を 呈 し ， 胎土に砂粒 を 含 む。 焼成は悪 い 。

第15号土壌
( 第17 図 ) E -1 5ーニ区 に 位壁す る 。 規模 は 1 40 x 75cm， 深

て三1:7
さ4 7cmで， 長方形 プ ラン を 呈す る 。 綴底 は 堅激で あ る が， 凹 凸 が 認第16図第11号二i二積出土遺物

め られる 。 夜土 は2 層 に 分 か れ 1 隠は賠褐色土 j冒で 2 層 は 粘 性 の あ る 黒色土 j習であ る 。

本3二拐か ら の 出 土 遺物 は な い 。

第暗号土壌

( 第19 図) E -10 ハ [2<:， 7 ， 8 号土績の 西に位置 し ， 17号土擦を 切り ， 東 隅は柱穴に

切られる。 規模は340 x 190cm， 深 さ50cmを 測 り ， 平面は 構円 形 に 近 し、。 擦鼠は平担で堅激で あ

り， 壁は直線的に 立 ち 上が る 。 濯士 は 5 層 に分離 でき る が ， 全体的 に 粘 土 ブロ ッ ク ， :暁士一粒を 縞

状あるし、 �土冠状 に含 む こ と に お し 、 て 大 義な く ， 埋め 戻 し と 考 え る こ と が で きる 。

造物の出 土状:告は ， J冨{1z:的差異 は 認 め られず， 全層 中よ り 多量 に 出 土 し て い る ( 第45 1盟参照〕。

なお， 本土頻出 土遺物 と 2 号 土 壌出 土遺物は接合 し て い る ( 第51 図 〉。

造物 ( 第 20 図1 ， 3 ，  4 )  し 、 ず れ も 杯形土 器 で あ る 。 1 は 須恵器 で 口 密12 .8cm， 器 高3 .8cm

を 測る。 底部 は糸 切 り 痕 を と ど め る 。 2 は灰 白 色 を 呈 し 口 径 12. 2cm ， 器 高 2. 8cm ')ど翻る 。 底部
f土軟71の ため明確でな い が ， 糸明り 技法 に よ る も の と 忠わ れ る o 4 は 須恵 器。 口 径12. 9c m， 器

5cm で形態は1 に 似 る 。

第17号土境

(坑19 1�) E -10- p区 に 位置 し ， 東側 を 16号土綴 に 切ら れ る 。 規模は 12 0X120cm (推
定)， ì�さ5 5cmで平面 円 形 プ ランを 呈す る 。 覆土 は 3 震に 分 か れ る 。 1 層 は 暗褐色土 }替で， 粘土

ブロ ッ クを含む。 2 層は黄白 色土 震で， 粘土， 灰 の 混土層 で あ る 。 3 層 は 寅褐色土層。 粘土 ブロ

ックを 多 く 含 む。

泣物(第20民2) 土 師器 整形土器 で あ る 。 口 荏16cm を 測 り ， 口 縁部 に 最大 径 三ども つO 器 内

外面と も 詰ナデな 施 され る が ， 表面 に は 輪積み痕 が 認め ら れ る 。

第18号ゴ二嘘

( 第 19図) E--- 10 ロ 区， 17号土績 の 西 1 m に位置す る 。 規模は 140 x 100cm， 深 さ20

c mで， 平面 清円7践を 呈 す る O 域底 は平坦 で3 東 壁 隅に ピ ッ ト が あ る O 覆土は 4 層 に 分 け ら れ る 0

1 隠は 暗褐色土 居 。 2 層 は焼 土 であ る 。 3 層 は ま褐色土層 4 震は粘 土， 焼ゴニ混り の 資褐色土層
戸r;.- --h Lめ00

遺物は 2 層 よ り 若干出 土 し た が 細 片 の た め 実 誤iJ可 能 な 遺 物 は な し 、。

第19号土壌
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第四図 第19号土壌泣物lil土:山吉

(第18図 ) E- 1 9-ニ区 ， 東 西 の 柱穴の 中 央に 位置す る 。 規模は90 x 80cm ， 深さ 40cm

で， ほ ぼ 円 形 プ ラ ン を 呈す る 。 城底， 壁 と も 堅紋て、ある が ， 特別 な 付若物は認め ら れ な し、。 覆土

は 5 層に分離 さ れ 1 層 a 黒色土 居 2 層 ・ 焼土が混入す る 黒 褐色土 j吾 3 層 ・ 焼こと， 粘 土が 混

入す る 黒褐色土層 ， 4 層 ・粘土が混 入す る 褐色土層 5 層 @粘 土層 で ある 。 各層と も 人為的 埋土

と 考 え ら れ， そ の 時 期も 短 期間 で、行な わ れ た も の と 忠われ る 。

遺物は土 師i号苦杯 ・斐形土器磁片 ， 須恵器翠形土器破 片 ， 羽口， 鉄浮 が 出 土 し た。 羽仁H主3 本が

ま と ま っ て ， 粘土層直 とよ り 出 土。 そ の う ち1 本 は半損 し て い た が ， よ り 出 土 し た 羽口 と

合 し た。 ま に須恵器 撃破片も ， 42 号 土 ， 出 土例 と 接合 し て い る ( 第51 図参照〉

遺物(第20図 5 ， 6 ，  7 ， 8 )  実測 可能な 遺 物は羽iコ(土 製 〉 の み で ある 。 1 は長 さ 13cm ，

最大径 7 cm あ り ， 孔径 は先端 で 1. 8cmを 測 る 。 2 は長 さ 14. 4cm， 孔径 は 先 端 で2 cmを 測 る 。

3 ， 4 は接 合し て 一 本と えEる 。 長 さ 14 .4cm ， 最大径12cm， 孔径 は先端 で 2 .4cm， 末端で4 cm

を 測 る 。 折j;員後 も 別 々 に使用 さ れ た と 思われ， 末端 に も 鉄浮 の 付着 が 著 し し、。 羽 口 表面 は 極 め て

粗雑 で ほ と んど 調 整は施 さ れず 1 の 例 の よ う に 粘 土紐 の 接合部 が 明 確に 認 め ら れ る 。
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第20号土壌
遺構 ( 第四図 ) E- 9 ーハ区 に位置す る 。西側一部を柱穴に よ っ て 切 ら れ る 。 規模 は200 x

150cm ， 深 さ 30cm て\平面 構円 形 を 呈す る 。濃度〈は平 坦で 堅徹で ある 。護士 は暗褐色上 層の 1

1膏で ある 。

遺物 は機底 より 羽 口破 片， 鉄浮が 出 土 し て い る 〈 第46図 参照〉。

第21号土壌
( 第21 図 ) E-lQ一戸， E- 9 -イ 区 に ま た が り ， 1 9号 土棋の 西 1m �と位置す る 。規模

は130 X 120cm ， 深 さ 75cmを 1)， 平面 円 形 を 呈す 。境内 は北側 が テラ ス 状 に 2 1段と な る 。壊底

に は一面 に焼土が拡が る 。覆土 は5 層 に分 か れ る 。 1層 は黒 褐色土層 で :協土粒 を 含 む 。 2 国Yは粘

土 粒 を 含 む 黒 色 士居。 3 層 ， 黒色土 !冒O 遺物 が 多 く出 土 し た 。 4 層 ， 粘土層 。 5 層 ， 焼 土 で あγ /，;)。

b_-�'8 

g 

lTr11 
第20図 第16号(1，3，4) ， 17号(2)， 19 号(5�8) ， 21号(9，12) ， 23号(10，11) ， 24号(13)土.fjJß_出土法物
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遺物 ( 第20図 9 ， 12) 9 は須恵器{高台 付杯 形土 器 で、あ る 。 仁i窪10 .5cm， 器高4 .3cmを 測 る 。

高台は 貼 り 付 け に よ る O 焼成は 良好 竪綾で あ り ， 色 調 は 育灰 色 を呈す。 12は土臨器 整形土 器 で、あ

る 。 口 径 17cm を 測 り ， 口 縁部 内外面 は 横 ナデに よ って 調 整さ れ る 。 外面 胴部 は 終にヘラ ケズ リ

が施さ れ る が ， 胎士に 小 石 ， 砂 粒を 含 み焼成が悪 い た め 明 瞭で な し、。

第22号土議

遺構 〈 第21図 ) E- 9 一一戸I:g:， 1 号 井戸祉 の 東 側 に 接 し て 位置す る O 規模は 80 x 65cm， 深

さ 40cm で， 平面 楕円 形 を 塁す。 壁 は ほ ぼ垂直 に 立 ち上 が り ， JJ員底 は 平 坦で、 あ る 。 護 士 は 3 層 に

分か れ る 。 1 層 ， 黄褐色 土 ， 粘土 プロ ッ ク を 多 量に 含む。 2 層 ， 焼土， 3 Ji警は 黒褐色 土 層 で あ

る 。

遺物は 細片 の み で実 誤IJ可能な 遺物 は な し、。

第23号土壌

( 第四図 ) D- 9 ーニ区 に 位置 し ， 1 号 井戸 祉に東側を 切 ら れ る 。 規模は 240 X 240 Cl11， 

深さ60 Cl11で， 平面 は不 整円 形 を 呈す。 横底 は ほ ぼ平 坦で あ る が， 東側 は や や 階 段状 と な る O

土は 2 層 ?と分 け ら れ る 。 1 震は 黒色土層。 2 層 ， 褐色土居で， 粘 土 ブロ ッ ク ， 焼 土 を 含 む。 な

お， I 層 上面 に は 一部分 に粘土層 が 拡 が る 部分 も 認め ら れ る 。

遺物 ( 第20図 10 ， 1 1 )  10は 口 径 11 .5cm， 器高 3 .2c mを測 る 須恵器高台付杯 土 器 で あ る 。

内外国 と も 検ナデ謂整さ れ る 。 焼成良好 で 堅敏で あ る 。 色 調 は 青 白 色 を呈す る 。 1 1 は ね縁部 を 欠

る m恵器i不形土器 で あ る o j底部 に糸 切 り 疫を と ど め る 。 焼成 良好 で 竪綴で‘ある 。 こ の 地， 羽

口破片， 鉄ì'1�等出 土 し て い る 。

第24号土議

選栴 ( 第四図 ) D- I0- p， ノ\区 に 位置 し ， 25号土 棋に一部切 ら れ る 。 規模は 70 X 7 0c l11， 

深さ36cm で ほ ぼ 円 形 プ ラ ン を 呈す る 。 壁 は ほ ぼ 垂直 に掘 り 込 ま わし て い る 。

士層である 。

1 

造物 〈 第20 図 13) 遺物 は土師器翠形土器破片 が 多 く出 土 し た が ， 実務』可能な 土器 は 1 点の み

である 。 口 径 20 Cl11を 測 り ， 日縁部 に最大径 を も っO 口 縁部 内 外面 は ;横ナデ調整さ れ， 胸部下 半

には へラ削 り が 施 さ れ る 。色 調 は 乳褐色 を呈 し ， 胎土 vと砂 粒な ど を 含 み焼成は不 良 で、あ る 。

第25号土壌

( 第四図 ) D- 10 ーハ[又に位置す る 。 規模は 130 X 130 C111を 部仏 不 整 円 形プ ラン を呈

する 。 深さは 10 C111と 浅し、 。

部分が ある 。

1 層 で， r暗褐色土層 で る る が ， 焼土が ブロ ッ ク 状 に 含ま れ る

造物 〈 第包囲1 ) 土 師 器 翠形土器が 1 点 出 土 し て い る 。 口 窪 25 C111を 測 る 。 口 j象部 内 外面 に

は 横ナデ調 整を 施 し ， 服部 以 下 は へ ラ削 り 詞整が な さ れ る 。 色 調 は 黒褐色 を 呈 し ， 焼成 は 良好 で

あ る 。

第26号土i虞

( 第21図 ) D-10 ノ\ ニ区 に 位置す る 。 規模は 220 >( 170cm で， 楕円 形 プ ラ ン を呈す

る 。 深さは 80cm で， 断面が階段状を 呈し ， 南 側 が テラ ス 状 に な る 。 護士ーは 1 屠で、茶褐色土層 で、
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3 4 。

第22図 第25号(1)， 26号(2� 4)， 27号(5)土演出土遺物

ある 。 粘土 ， 焼土粒 を 含む。

tOcm 5 

遺物 ( 第22図 2 ， 3 ，  4 )  2 は土師器 整形土器で， 口 径 24 . 7cm を 測 る 。 íく」の 字 状 に 外

反 し ， 口 縁部 内外面 と も 横 ナデ調整 さ れ る 。 色調 は 暗褐色 で ， 焼成 は良好 で あ る 。 3 は須恵器杯

形土器 で あ る 。 口径 13. 5cm， 器高 3 . 1cmを 測 る 。 底 部 に は糸 切 り 痕を と ど め る 。 焼成良好 で、堅

紋である 。 4 は土師器杯形土器 で あ る 。 口 径 13cm， 器高 3. 3cmを 測 る 。 内 面 は黒 色 処理を 施

し ， 底部 およ び 周 辺はへ ラ 削 り 調 整が な さ れ る 。

第27号土壌

遺構 ( 第2 1図 ) D-10 ーイ ， ニ区 に ま た が り ， 26号土療の 北2 .5m に 位置す る 。 規模 は2 50x

14 0c mで、楕円形プ ラ ン を 呈す る 。 深 さ は25cm と 浅 L 、。 嬢底 は平 坦で， ほ ぼ 中 央に ピ ッ トが掘り

込まれる。
遺物 ( 第22 函5 ) 土 師器聾形土 器 で あ る 。 口径 27cm を 測 る 。 内 面 はノ、ヶ 白 状工具によ る 横

ナデが 施さ れ る 。 器表面 胴部 以 下 はへ ラ 削 り 調整 が な さ れ て い る 。

第28号土壌

遺構 ( 第2 1図 ) D-9 ーニ区 に 位置 し ， 南 側の 一部 を 第 4 号 揖立柱建築祉 に 切 ら れ る 。 規模

は 16 0x 14 0cmで， 平 面楕円 形 を 呈す る 。 深 さ は25cmで断面 は皿状 を 示す。

遺物は細片の み で実測 可能な も の はな い 。

第29号土墳

遺構 ( 第23 図 ) D-8 ーニ， D-9 ーハ区 に 性置す る 。 規模 は325 x 270cm， 深 さ 10cmで，

平面は長方形を 呈す る 。 本 遺構 の 大部分 は30号土墳が北， 東 ， 西側 縁辺を再利用 し て 構築 さ れ て

いる た め 大部分が破壊 さ れて い る O ま ずこ ， 西 側は柱穴， 31号土 糠に よ り 切 ら れ る 。

本 遺構は， 形態的 に は住居祉 と 考 え ら れ る が ， 具体的痕跡 が 認 め ら れ な い 事 か ら 住居祉 と は分

離し た。 覆土は黄褐色土 層 で 粘土 プロ ッ ク を 含む。

第30号土境

遺構 ( 第23図 ) 29号土横の 縁辺を 利用 し て 堀り 込 ま れ て い る 。 規模 は270 x 200cm， 深 さ 70

c mで， 平面長方形 を 呈す る 。 覆土 は4 層 に 分か れ る 。 1層 は糞褐色土層 で， 粘土， 焼土が混 入

- 3 1-
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ずる 。 2麿は 縞褐色土層 。 3 層 ， 黒 鴇色土層 。粘 土 ブロ ッ ク ， 炭を 含む 。 4 J!雪， 黒色 土 j習で あ

る 。竣 底， 壁 は 明 確で 堅激で あ る 。

遺物 は， U畜よ り 土 師器細片 が 僅 ?と 出 土 し た の み で、 あ る 。

第31号土壌

遺構 (第 23 図 ) 29 ， 30号土 壊の 西 側を 切 っ て 構 築され る 。規模は 16 0x 110cm で平面 講円 形

を 呈す る 。深 さ は 90cm あ り ， 横 断 面 は 階段 状 を 呈L， 演底 か ら は湧水 が 認 め ら れた 。覆土 は 焼

土， 粘土 が常状 に ;堆積 し てい た 。

遺 物は認め ら れ な し 、 。

第32号土墳

(第 虫 歯 ) D-8 ニ区 に位置 し ， 31号土墳の 南 に 接す る 。 規模は 215 x 140cm， 深 さ

1 0cm と 浅く， 平 面 は 不 整 三角 形 を 呈す る 。 南 側は4 2号土 績に 切 ら れ る 。竣底 は竪綴で平 担で あ

る O 土績は灰 お よ び粘土 に よ っ て覆われ てお り ， 覆土 内 よ り 須恵器 i不形土 器， 羽P， 鉄浮 等I:H土

した 。

遺 物〔第 24図 1 ， 2， 3 )  1 は土製羽 口で あ る 。長 さ 10cm， 最大窪 5 .7cm あ り ， 孔怪は 末

端で3 c n1を 測 る 。先端 に は鉄 等が溶 け て 附着 し 3 黒い ターノレ状 を 呈し て い る 。 表面 は ヘ ラ 部 り

を 施 し て お り ， や や 角 ば っ た 多 角 形 を 呈す る 。 2 ， 3 は 須恵器杯形土 器で あ る 。 2は ね荏13 .2c m

器高3 .2cmを 測 る 。底部 切 り 離 し は 静 止糸 切 り と 思わ れ る 。色調 は 育灰色 を 呈 し ， 胎土 子こは 小石

を 含 む。焼成 良 好 で 堅徽で あ る 。 3 は 口径 13 .2cm， 器高 3. 5cm 。底部 は 糸 切 り

灰 白 色 を 呈 し ， 焼成 はや や不 良 で あ る 。

第33号土境

と ど める。

( 23図 ) D-8 ーロ 区 に 位置す る 。規模は 76 x 74cm， 深 さ は38cm を 測 弘子部丹形ブ

ランを 呈す 。壁 は 西 側が 2段 の 傾斜 と な る が ， 他 は 急、奈iに 掘 り 込 り 込 ま れ る 。

である 。西 側 の 壁 よ り 羽 口 破 片， 鉄浮が数点 出 土 し て い る 。

第34号土i獲

遺構 (第 23 図 ) E-8 ニ誌に 1位置す る 。規模は 1 20 x 1 20cm ， 深 さ 40cmを 澱り， 平 面 は 不

�一時d針
，ミミミ3守今

5 6 
0 lO.cm 

第一24区i 第32号 (l�. 3)， 36号(.1 ・ 5) 35号(6)土議選物
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整形 を 呈す 。西側に テ ラ ス を も ち， 東 側は 深 い ピ ッ ト 状 を 呈す る 。覆 土は 4 層 に分類 さ れ る 。 1

層 は焼土 。 2 層 ， 暗掲色土 j膏で， 焼 土を 若 干含 む 。 3 }曹は黄褐色土層 で粘 土が 斑状 に 混 入す る 0

4 層 ， 黒 褐色土層 で粘 土 ブロ ッ ク が 多少混 じ る 。

造物 は 1層 に若 干出 土 し た が ，実測 し 得 る の は 無 し 、 。

第35号土境
遺構 〈 第23図 ) F - 9 - イ 区 8 号 土績 の 南1m に 位置す る 。周 辺に は 多 く の ピ ッ ト が存在

し ， そ の 中 心部 に構築 さ れ る 。規模 は 100 x 75cmを 測 り ， 平面 楕円 形 を 呈す る O 機j底には 2 ケ所

の ピ ッ ト が あ り ， 深 さ は 30cm を 測 る 。 3 )膏に 分 か れ る 。 2 層 に粘土層 が堆積 し 1 ， 3 

層 は 暗褐色土 j習に覆わ れ る 。

遺物 〈 第24図 6 ) 粘土層 よ り 須恵器 i不形土 器 が 出 土 し て い る 。底 部 に 糸 切 り 痕 を と ど め る 。

色 調 は 青灰色を 呈し ， 胎土に小石 を 含み焼成 は 良 好 で ある 。

第36号土壌
遺構 ( 第23 間) E -8 ーイ ， ニ， E -9 ーニ区 に ま た が っ て 位置す る 。規模は230 x 200c m，

深 さ 71cm を 誤u り ， 平面 構円 形 を 呈す る 。壁 は ほ ぼ垂直 に 立 ち上 が る が ， 内 湾す る 部分 も ある 。

旗!まは平 担で ある が や や 軟弱で ある 。西 側一部を 柱穴に 切 ら れ る 。覆土は 3 1習に分 か れ る o 1 

層 ， 褐 生土層 で焼上 ， 粘土が混入す る o 2 層 は 暗褐色土層 ， 粘 土， 焼土が少量含 ま れ る 。 3 層 は

黒褐色土層 で ある 。遺物 は 1層 ， 3 J習に 含ま れ， 2 J雪中 は 極 め て 少 な い 〈 第47国 一参照〉

遺物 ( 第24 図 4 ， 5 )  4 は 内 面 黒色 の 土師器 杯形 土器 で ある 。口 径 15. 3cm， 器高5 .8cmを

測 る 。器 肉は 薄 し 、 。色 調 は 赤褐色 を 呈 し ， 胎土は 小石， 砂粒 を 含 む 。:焼)JX:は 豆、い 。底部 およ び 周

辺は へ ラ 削 り を }必ずが ， 軟弱の た め 明 瞭で な い 。 5 は 口 径 llcm を 測 る 小形 の 土 師 器:杯形土 器で

ある 。器 内 外面 と も 横 ナデ調整が な さ れ， 色 調 は 黒 褐色 を 須し ， 焼成 は 良 好 で あ る 。

第37�き土療
遺構 ( 第23 図 ) E - 8 ニ区 に 位置す る 。 規模 は 140 x 140cm， 深 さ 27cm で 平面 円 形 を 呈

し ， 断 面 は llll状 を 呈す る 。覆土は 暗褐色 土層 で ある 。

土域 内よ り 1 1 点の 土師 器 締j十が 出 を土 し た が実測 可能な 遺物 は な い 。

第38号土壊
遺構 〈 第28国 ) F - 9 ロ 区， 35号 の南 4 mに 位寵す る 。規模は 100 x 60c m， 深 さ 60cm で，

平 函楕円 形 を 旦:す る O 確 認面 よ り 20cm 上 部 に おい て 鉄浮が ま と ま っ て 出 土 し た 。覆土 は 5 層 に

分類 さ れ る が ， 色調 につ い て は 大 差 な し鉄 浮 の 密 度に よ っ て 分 け て い る 。最 も 欽j撃が 多 い の は

1 }雪で あ り 5 層 が最 も 少 な し 、 。鉄浮は総重量1 .3 kg出 土し た 。

第39号土墳
( 第28図 ) E - 8 ーイ 区 に 位置 し 2 号 井戸祉 に 接す る 。規模は255 X 1 50cm， 深 さ 15c

IIIを 測 り ， 平面長方形 を 呈す る 。猿底 は 2 設を 呈 し ， 北 側が テラ ス 状 と な る 。覆土は 2 層 に分 か

れ 1層 焼土 2 層 陪褐色土 j雷で あ る 。な お， 娯底 に は ピ ッ ト が 1ヶ所設け ら れ て い る が浅 し 、 。

出 土遺物 は な い 。
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第40号土壌
遺構 〈 第25図 〉 E-9 ーイ 亙， 1 9 号土墳 の 西1 .5cmに 位置す る 。規模は 115 x 85cmで不 整楕

円形プラン を 呈す る 。ほ ぼ 垂直 に 50cm 掘 り 込 ま れ， 壊底は 銑!氏状 と な る 。護士 は 4 層 に分か れ

る。 1 層 ， 黄褐 色 土層 。鉄浮 粒 を 多 く 含 み、， 粘土が混入す る 。 2層， 賠褐色土層 。鉄浮 粒を 多 く

含むが， 粘 土は含 ま れ な し、 。 3 層 ， 黒 褐色土層。 4 )怠 黄褐色 土層 。粘 土粒が 斑状 に 混 入 し ， し

まりが良し、。 1 層 と 2 層 と の 間 に鉄 塊 が ブッ ク と な っ て 入 る が， こ れ は 鉄 津 の 集 合 で あ っ て 1 1脅

として把握さ れ る 。な お ， 遺物 の 大 半 は 1 層 よ り の W�士で あ る 。

遺物 ( 第25国 〉 土 器 は すべ て 細 片 の た め 実測不 可能で あ っ た 。図 示 し た の は 1 が鉄浮 で ， 他

は羽口 破片 で あ る 。鉄浮 に つ い て は 後 章 で、触れ る の で ， こ こ で は 省略す る 。 2， 4 は 細片 の た め

全体 の 形状 は 明 瞭で な し、 。 3 は 末端部分 で\ 径 は 6 cm を 測 る 。 焼成は極め て 良 好 で， 堅織で あ

るo 5 も 末端部分で， 推 定径 は 6 cmで あ る 。焼成 は 良 好 で あ る O

第41号土壌(翠棺墓〉
遺構 ( 第26 !辺〉 E-8 ーロ 区 ， 2 号井戸の南 1 mに 位置す る O 規模は 115 x 45cm， 深 さ 22cm

で， 平面は 瓢箪形 を 呈す る 。描底は 凹 凸 が あ り ， 東壁は な だ ら か に立 ち上 が る O 翠棺は合わせ 口

式で、， 扱底 に 接 し て 出 土し たO 内 側 の 奮は 破損 し て お り ， 整内 部 に 土 が 流 入 し て い た 。内 部 には

骨片一等は 認め ら れ な か っ た 。ま た ， 外fftUの 護の 胴部 下半 に は 土師器杯が斜 め に接 っ し て tH土し て

いる。

正.__._-� 一

2 

�三2Y 。 10cm 

3 

第25図 第41号土墳出土遺物
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第28r� 土 壌 (38， 39， 42号〉

コ!こ横馬 辺に はピ ッ ト が検 出 さ れた が ， 附 属 す る も の か ど う か は不 明 で、 あ る 。

遺物 〈 第27 図) 1 ，  口 径24 .5cm， 器高 27. 7cmo 2 は!コ 径 22. 7cm， 器高 29 . 5cm を 測 る o

1 ， 2 と も 同 様 な 技 法 で製作 e 調整 さ れて い る 。 外面 は， ロ 縁か ら 間部上半、 に か け て ロ グ ロ 痕 を

と ど め ， 頚部 ?こ はノ、 ヶ 目 状 の 条線 が 認 め ら れ る 。 腕部下半 はタ タ キ が な さ れ， そ の 後 か る い ミ ガe

キ が な さ れ る た め タ タキ 日 が 明 瞭 に 浮 き でて い な し、。 底部 は丸底 と な る 。 器 内面 はハ ケ 自 状 の 条

線痕が認め ら れ， 下半 部 はタ タキ の う ら あ て 痕 が残 り �n 凸 が 激 し し、 。 色識 は 褐色 で ， 胎土 に 小 石

を 含み;焼j加工 良 好 で あ る 。 3 は内 面 黒色 の 土師器杯形ごと器 で あ る 。 口 径 13 .4cm， 器高 3. 5cmを

測 る 。 底部 はへ ラ ì'íU り 謁 整 と 思 わ れ る 。 胎土 に 小 石 ， 砂粒を 含 み ， 焼成 は悪 し、。 色調 は黒褐色を
仁ゴ 」斗』三E 5 0 

第42号土議
選構 (第28 図) D- 8 ーノ\ ニ 区， 翠棺墓 2 号井戸祉 の 西 2 m に 位 置 し ， 32号 土績 の 南 側主ど

切 る 。 規模は400 x 230cm， 深 さ 70cmで平面楕 円 形 を 呈す る 。 壁 は急斜に掘 り 込 ま れ， j演底 は平
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坦であ る 。壁際 に貼 り 粘土 が め ぐ ら さ れ て お り ， そ の た め旗底 は二段状 を 呈 す 。覆土 は4層に分

かれ る 。 1 層 は黄 褐色土層 で， 粘土， 砂粒か ら な り ブロ ッ グ 状 に 認 め ら れ る 。 2 層， 黒 褐色 土

層 。鉄浮が 多 く 含ま れ る 。 3 層 ， 黄 褐色土層 。粘土 が 斑状 に 含ま れ る 。 4 層 ， 茶褐色土層。鉄浮

を 含み ， 粘土 プ ロ ッ グ が 含ま れ る 。

遺物分布 は， 集 中 的 に 出 土 し ， 完 形品 ， 接 合例 も 多 い 。層 位的 な 差 は認め ら れ な い が ， 総 じ て

下層 か ら は完 形品 が 多 い 。ま た， 須恵器聾嗣部破 片 は19号 出 土例 と 接 合し て い る ( 第51 図 参照 〉 。

遺物 は土師器杯 ・ 聾 形土器， 須恵器杯 形土器， 羽 口 ， 鉄 浮 ， 鉄製品 等多量 で あ る 。

遺物 ( 第30 ・ 3 1図 〉 図 示 し 得た も の は土師器整 形土 器 ( 第31図 1� 6 ) ， 須恵器整 形土器 ( 7

�12) ， 土師器杯 形土器 ( 13�18) ， 羽 口 ( 第30図 〉 で あ る 。

土師器杯 形土 器 は， 底 部 に 糸 切 り 痕 を 残す も の は ， 2 ) と へ ラ 削 り 調 整に よ る も の ( 3 � 6 ) 

と に二分類 さ れ る 。 1 は口 径 14. 3cm， 器高3 . 7cmを 測 る 。胎土に 鉄浮 粒 を 含み ， 色 調 は 赤褐色

を 呈 し ， 焼成 は良 好 で あ る 。 2 は口 径 13 . 9cm， 器高3 . 7cmを測 る 。胎土， 色 調 と も 1 に椙 似す

る 。3 は口 縁部を欠損す る 。底径6. 8cm を 測 り ， か な り 器高の 高 く な る 土器 で あ ろ う 。 4 は， 口

径 13. 6cm， 器高3. 6cmo 5 は口 径12. 5cm， 器高3. 7cmで， 胎土， 色 調 はl と 同 様 で， 特 に 鉄 浮

を 多 く 含む 。底部 は器表面が荒 い た め 明 瞭 で、 な い が ， 回 転 へ ラ 削 り 調 整で あ ろ う 。6 は口 径15 . 3c

m， 器高5. 5cm で か な り 深 い 。 3 ， 4 ，  6 は胎土 に 小 石 ， 砂粒 を 含み ， 内 面 黒色 を 呈す る な ど類

似す る 。

須恵器杯 形土器 はす べ て 糸 切 り 痕 を と ど め る 。 7 は口 径 13 . 1cm， 器高3 . 9cmを測 る 。色調 は

青灰 色 を 須し ， 焼成 良 好 で 堅徽で あ る 。 8 V土 口 径 13 . 1cm， 器 高3. 5cmで， 器表面 はロ グ ロ 成形

痕 を 明 瞭 に と ど め る 。焼 成 良 好 で、 堅徽で あ る 。10 は口 径 13 . 3cm， 器高3 . 3cm を測 る 。 11 は口 径

13 . 5cm， 器高 4. 5cmを 測 り ， 口 径 に 比 し て 底径 が大 き い 。色調 は 青 白 色 を呈 し ， 焼成良好 で、堅

綴であ る 。

土師器聾 形土 器 は完 形品 が な く ， 口 縁か ら 胴部 に か け て の 破片 が大部分 で あ っ た 。従 っ て全体

の 調 整技法 に つ い て は不 明 瞭 で あ る 。ま た ， 17， 18 は焼成が悪 く 器表面 の 観察 は出 来 な か っ た 。

口縁形態 は 「 く 」の 字状 に 外反す る 例 ( 13 ， 14， 17 ，  

18) と 「 コ 」の 字 状 に 近 い 形態 を と る も の ( 15 ) と に

分かれ る 。前者 は口 縁内 外面 に横ナデ調 整し ， 腕部以

下は縦位 に へ ラ 削 り を 行な う 。口 径 は24cm の 大 形

( 13 ) と ， 口 径 12cm 前後 の 小 形 ( 14， 17 ，  18 ) と が

あ る 。後者 は口 縁内 面 の 一部 にヘラナデを 施 し て 器厚

を 整え る 。胴部 と は一段の 稜を な し ， 胸部 以下 は斜 位

の へ ラ 削 り が 行な われ る 。 口 径 12. 8cm を 測 る 。16 は

患部で， 径5 . 8cmを 測 る 。糸 切 り 痕 を と ど め る 。

羽 口 は多 く 出 土 し た が ， 完 形は1 例 の み で あ る ( 第

30図 〉 。全長 11 .2cm， 口 径 は先 端 で 4. 8cm， 末 端 で 8

c m。孔径 は先端 で 2 .4cm， 末端 で 2. 8cmを 測 る 。全

- 39 ー
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体的 に は分厚 く， 寸づ ま り の 形態 で あ る O 先端 は 鉄 等が 溶 け て 附着 し て い る 。 胎土 に 砂粒， 小石

を 含み ， 焼52悪 く， 器表面 が荒 し 、。

第 3 節 井 戸 壮

第 i 号井戸土止 〈 第32図 〉

遺構 E- 9 ーイ 区 に 位 置 し ， 第23号土機 を 切 る 。 規模は 135 x 125cm の ほ ぼ 円 形プ ラ X を 呈

し ， 深 さ は230cm を 謝 る O 底面 は平 坦で\ 壁 は ほ ぼ垂直 に 立 ち 上 が る 。

確認、面 よ り 約50 C l11下 で層厚10cmの 粘 土 が鮎 っ て あ っ た た め 当 初 土壌 と 惑わ さ れた 。

覆土は 3 層 ?こ分 か れ る 。 1層 は 暗褐色上層。 ボ ロ ボ ロ と し て お り し ま り は悪 い 。 2 麿 は 粘 土

層。 こ の 粘土層 以下 は ， 水 が 溜 っ て い た た め セ ク シ ョ ン が崩壊 し て し ま い 未 実測 と な っ て し ま っ

た が， 黒色土 1層 と し て 差 し 支 え な い と 思わ れ る 。

祭主 2 号 井戸主上
第 1号井戸泣 @ 

\ �一/イ
一一ー一寸

主 i_ Æ=.二二 二

。 2 m

第32図 第 1 ， 2 号 芥 戸 社
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2 層 の粘土震 は ， 井戸放廃絶後 ， 掘 り 込み を そ の ま ま 再利用 し て 構築 さ れ た 土猿底 と 考 え ら れ

よ う 。

遺物 出 土遺物 は 1 層 ょ っ 土師器細片， 羽 口 片が 出 土 し た 。 3 層 か ら は木製 品 が 出 土 し た が

樹皮 も 残 っ て お り ， か な り 良好 な 遺存状態 で あ っ た。

木製品 は 以 下 の 4 点 が 出 土 し た ( 第34 図 〉。

1 全 長422mm， IPïil46�24cmを 測 る 。 横 断 面 は 台 形 を 呈す る が ， 中 ほ ど よ り 基部 に か け て ，

約半分 の 薄 さ に 首Ij っ て お り ， 断面長方形を 呈す。 先端部 は や や ふ く ら み ， 焼 け て 黒 く 炭化 し て い

る ( ト ー ン 部分 〉。 ま た ， 先端部離面 は か な り 表面 が 荒 わし て お り ， 柄ずれを 忠わせ る O

2 1 と 同 形 式 で あ る 。 現存長 410Ulm， 幅 28�38mmを 測 る 。 1 は 中 ほ ど よ り 直角 に薄 く し

て い る の に対 し ， 斜 め に 削 っ て 薄 く し て い る 。

3 物差状木 製 品 。 全長156mm， 幅20mm

を 測 る 。 4 条 の 刻 み が施 さ れ， そ の 間 隔 は3. 3

乃 至 3. 4mmで等 し し 、 。 刻 み を 施 し た 後 vこ 刃

物 で薄 く 削 っ て お り ， 不鮮 明 と な っ て い る 部

分 も あ る 。 刻 み に機能 をど 考 え る こ と は 多少 跨

路す る 。

4 木柄。 接合 し な か っ た が現存長1000m

m を超 え る 。 小 枝 を そ の ま ま 利用 し ， 表皮 が

多 く 残 さ れ て い る 。 先端部， 基部 に は 多少加

工 が施 さ れ て し 、 る 。

以 上 の ほ か 井戸 社 内 よ り 人頭大 の 石 が 出 土

し て い る が ， 人為的 な 加工痕 な ど は 認 め ら れ

な い。

第 2 号 井 戸 t止 ( 第32図 〉

遺 構 E - 8 - イ ， ロ 区， 第41号土綴 〈 整

棺墓〉 の 北 1 m (éこ位置す る 。 規模は225cm x

125cmの構円 形 プ ラ ン を呈 し ， 深 さ は270cm

で あ る O 上 部 は平面楕 円 形 です り 鉢状 で あ る

が ， 下 部 は 円 形 で， ほ ぽ垂直 に 掘 り 込 ま れて

い る 。 第 1 号井戸祉 と 同 様 ， 井戸枠 な ど な く

素 掘 り の 宍 戸祉 で あ る 。 覆土 は ， 水 分 の 浸透

具合 い に よ り 多少 色 調 に 相異 は あ る が， ほ ぼ

1 J習 と 考 え ら れ る 。

遺物 は ， 上 部 に 多量 に 出 土 し た ( 第33図 〉。
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土 師 器杯破片 が 多 く ， 鉄浮， 破砕篠 な ど も 多

く 出 土 し た 。 下部 に い く に し た が っ て 減少 す 第33 図 第 2号井戸刻: 遺物分布図 ( 縮尺弘 。 〉
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る が， 土器， 鉄浮 に 変 わ っ て 木製 品 が ま と ま っ て 出 土 し た。 底面 で は 羽 ロ ， 鉄浮が僅か に 出 土 し

て い る 。

遺物 〈 第35図�37図 〉 第35図 1 ， 2 は 土 師器杯形土器 で あ る 。 1 は 口 径12. 5cm， 器高4. 5cm

を 測 る 。 内 面 黒 色 で丁寧 に ヘ ラ 磨 き が な さ れ る O 底部 お よ び底部周 辺 は 自 転へ ラ 削 り 調整 が 行 な

わ れ る 。 焼成 は 良 好 で あ る 。 2 は底部を欠損す る 。 口 径 16cm を測 り ， 1 と 同 様 に 内面 に 黒 色処

理 を 施 す 。 胎 土 に砂粒 を 含 み ， 焼成 は 悪 い 。 3 は灰 白 色 を 呈す る 杯形土器 で あ る 。 底 部 は 糸 切 り

痕 を と ど め ， í 円 」 の 沈 刻 が認め ら れ る 。 4 ， 5 は土 師 器聾形土 器 で あ る 。 4 は底 部 で径5. 7cm。

底部周 辺 は 回 転へ ラ 削 り を 施す が ， 底 部 は 糸 切 り 痕 を 残 し 無 調 整 で あ る 。 5 は 口 径 27. 2cm。 口

層部に一段の稜を 作 る 。 器表面頚部 以下は部分的 に へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 色 調 は 乳 褐 色 を 呈 し ，

焼成 良 好 で あ る 。 6 は 砥石 と 思われ る 。 表面 に は使用 痕 と 思わ れ る 条線 が認め ら れ る 。

木 製 品 ( 第36 ・ 37 図 〉 は 集 中的 に 出 土 し た。 用 途別 に 曲 物 ( 第36図 1 ， 第37図 1 ) と 建築材等

( 第36図 2 ， 3 ， 第37 図 2 ， 3 ) と に分類 さ れ る 。 第36図 1 は 曲 物 の 上板 も し く は底 板 で あ ろ

う 。 推定径180mm， 厚 さ 8 � 10mmを 測 る 。 表面 に は 「言J ， í乙J ， í ニ 」 と 読み取れ る 文字 が

焼 印 さ れ る 。 I 乙 」 は 「言 J の 「 ロ 」 を 逆 に し た も の と 全 く 別個 の も の と が認 め ら れ る O こ れ ら

の 文字 は不整然、 に 並 ん でお り ， ま た一部 に は 黒 く 焼 け 焦 げ て い る 部 分 も あ り ， 不 明 瞭 と な っ て い

る 。 第37図 1 は 曲 物 の 底板 で あ ろ う 。 形 態 は楕 円 形 を呈す。 全体 の t � 士 で， こ れ ら は 一枚板 で

は 取れ な い た め つ な ぎ 合 わ せ た も の で， 孔 は そ の た め と 思わ れ る 。 側板が底板 を は み 出 さ な い

「 カ キ イ レ ゾ コ 」 の 形 態 で 2 ケ 所 に側板 と 接合 さ せ た 樺 皮 が 認め ら れ る 。 第36図 2 ， 3 は先 端 を

尖頭状 に し て い る 。 い ず れ も 中 途 で切断 さ れ て い る 。 第37図 2 は棒状の杭材 と 思わ れ る O 先端 に

は 鉄製釘 が 打 た れ た 痕跡 が あ る 。 3 は扇平 な 矢板 状 の 木製 品 で あ る 。

又 r7 3 
LLノ

。 1 0 cm 
5 C二二コ 64 

第35図 第 2 号井戸社出土遺物(1)
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第 4 節 掘立柱建築祉

調査 に よ っ て 明 ら か に さ れた 掘立柱建

築祉は 4 棟 で あ る 。 こ の 他 に若 干 の建築

社遺構が推定 さ れ る が， 充分 な 検討 を し

て い な い の で、本 稿 で、 は 除外 し た。

第 1 号掘立柱建 築 祉 お よ び第 2 号掘立

柱建築祉は謁査 区 の 最 も 北方 に 位 置 す

る 。 第 1 号 掘立柱建築 祉 は 第 2 号土績を

切 る 。 第 3 号掘立柱建築祉 は 第 1 号住居

祉を 切 る 。 第 4 号掘立柱建築 祉 は 第23号

土j演に切 ら れ る 。

4 棟 の 掘立柱建築 祉 の 計測 置 は 下 表 の

と お り で あ る 。 1 号 ， 2 号 掘立柱建築祉

は柱間寸法等に類似が み ら れ， 3 号， 4 

号掘立柱建築士止 は相 互 に 類 以 点 が 認 め ら

れ る 。

第 3 号 出 土遺物説明
口 径16cm， 器高 6 cm を 測 る 土師器杯形土

器で あ る 。 底部外面は へ ラ 削 り 調整 さ れ る 。

器内面は黒色処理が施 さ れ る 。 胎 土 に は 小

石， 砂粒を 含む。 焼成は 良好で あ る 。

規 模
No_ 棟 方 向 桁 行

X 
梁 行 (間〕

1 2 x 2 

2 2 X 2 

3 E W 3 x 2 

4 N S 3 x 1 一一一

@ - -0 

。

。

。 。 o O-

。〈コ o
。 。
。

三 ;一一一� } 、ヱ

。 。 0 -

。 。 。
。 。 。

ヨ ザ 三

r I 1  

第38図 第 1 ・ 2 号掘立柱建築祉 (縮尺% 0)

柱 間 寸 法 (m) 柱 間 隔 (m) 

桁 イ戸7 桁 IT 

2 �2_ 2 2 1 �1_ 2 1 

3_ 3�3_ 4 2_ 8�3_ 2 L 5�L 8 L 4�1_ 8 

7 _ 4  5_ 3  2_ 4�2_ 6 2_ 4�2_ 6 

8 5_ 1 2_ 5�3_ 1 5_ 1 

第 1 表 掘立柱建築祉計測置
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B地区 ( 第40図 〉

B 地 区 に お い て 検 出 さ れ た 遺 構 は ， 土議 4 基， 遺物集中偲所 1 で あ る 。 第 J[ 章 で触 れ た よ う

に， 国場整 備事業 に よ り 表土が 削 平 さ わし て 露呈 し た も の であ る O 以下， 各遺構 と 出 土 し た 遺物 の

概要 を 記す。

第 l 節 遺 構 ( 第41 国 〉

1 号土壌
B 池 定発掘 の契機 と な っ た 遺 構 で、 あ る 。 規模は180 X 175cm， 深 さ は54cmで， 平密形v'J、 円 形 で

あ る 。 約100cmの i扇平 な 河 原 石 が土践に蓋をす る よ う な 状態 で、 出 土 し ， こ の 河 原 石 を 除 去す る と

多量の木製品 が 出 土 し た。 曲 物 は， ごと墳 に対 し 垂直 に 出 土 し ， 下 半 部 は 欠失 し て い た。 こ の 曲 物

よ り 上層 は ， 粘 着 性 に富む黒色土層 で、 あ り ， そ の fJ脅 に僅か な 砂層 が あ っ た。 最下層 は ， 砂篠混

り の 青 白 色粘土層 であ る o i，工 お ， 鍬状木製 品 は ， 旗底 と 上層 と に 分 か れ て 出 土 し 接合 し て い る 。

2 号土壌
1 号土墳の 東北約10m の 地 点 ?こ位置す る 。 プ ラ ン は ， 125cm X 1 15cm， 深 さ 61cmで子百 円 形

を呈す。 1 号 土域 と ほ ぼ 同 形態 で あ る が ， 全体的 に や や 大 き し 、 。 壁 は ， ほ ぼ垂霞 に 掘 り 込 ま わし，

底 も ほ ぼ平 坦 で あ る 。 確認、i琵 よ り 約 30cm よ り 木製 品 が 出 土 し 始 め た 。 漆 器 は ， 南 壁際 よ り 伏

ぜ た状態 で 出 土 し ， 曲 物 ， 木柄類 は横底 よ り 出 土 し た 。 覆 土 は ， 黒色土層か ら )1良次青 白 色粘土層

へ移行す る 堆 積 状 況 で あ っ た。

3 号土境
2 号土墳 の 北 L 1m の 地 点 に位置す る 。 規模は1 l0cm X 90cm， 深 さ 100cmで， 楕 円 形 プ ラ ン を

第40 図 B 地 区 遺 構 分 布 図
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第41 図 B 地 区 土 竣

呈す。 壁 は ， ほ ぼ垂直 に 掘 り 込 ま れ， や や 内 湾す る 個所 も あ る 。 遺物 は総 じ て 旗忠 よ り 出 土 し て

い る 。

4 号土境
1 号土勝、 の 東30m の 地 点 に位置す る 。 規 模 は ， 120cm x 110cmで 円 形 プ ラ ン を 呈 し ， 深 さ は

45cm と 比較的浅 L 、 。 覆 土 は ， 黒 色土 と 青 白 色粘 土 の 混土層 で あ る 。 遺物 は 全 て 木製 品 で、 あ り ，

�長底 よ り 出 土 し て い る 。

遺物集中個所

前 述 し た土橋群 よ り さ ら に 東へ約30m の 地 点 で ， 石 臼 ， 打製石斧， 土師器片等が集 中 的 に 出 土

し た。 土器はか な り 磨滅 し て お り 時代 を 明 確 に 判 断 で き る も の は な か っ た。

地形的 に は ， 東南 台 地 の 崖下 で も あ り ， 廃棄乃至流れ込 み の 可能性が あ る O

B 地 区遺構小括

4 基の ごと績は既 に 削 平 さ れ た 地 区 よ り 確 認 さ れた の で あ っ た が ， か な り 良好 な 遺存 状 態 で あ

る 。 平面形は 円 形乃至楕 円 形 で， 規 模 も 直径 100cm前 後 で ， ほ ぽ 間 一規格 と 考 え て よ い で あ ろ

う 。 深 さ は45�100cmでややバ ラ ツ キ が み ら れ る が ， こ れは 削 土 に よ る も の で， 地形的 に 最 も 削

平 さ わし な か っ た 3 号土療が基本 と 思わ れ る 。
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そ し て こ れ ら の 機能 は ， 第 1 号 土墳 の 曲 物等 の 出 土状態か ら 考 え て ， 井戸祉 と 考 え ら れ る 。 す

な わ ち ， 1 号土墳例は 曲 物 を 井戸枠 と し て す え ， 周 囲 を 木杭等 で、固 定す る 。 そ し て ， 底 に は砂利

を 入れ， 泥 の 浮 き 上 が り を 押 え る 。 井戸が 寵棄 さ れ る と き ， こ れ ら が破獲 さ れ て 埋 め ら れ， 上部

に大 き な 石 で蓋を し た と 理解 さ れ る の で あ る 。

第 2 節 遺 物

B 地区 よ り 出 土 し た 遺物 は木 製 品 が 多 く ， 他 に 石器等が若干出 土 し た。 木 製 品 は 井戸祉 と 推定

さ れ る 土境 内 よ り 出 土 し た が ， 特 に 1 号土墳 は 多 量 で あ っ た。 図 示 し た 以外 1 号土横 よ り 杭材 と

思われ る 加工 品 が 出 土 し て い る が ， 遺存状態が不 良 の た め 除外 し た。

1 木 製 品
A 曲 物 〈 第42図， 第43図 1 )

第42図 1 ， 2 は ， 1 号土嬢 よ り 重 な っ て 出 土 し た 曲 物 の 側板 で あ る 。 破 損 し て い る た め 直径 ，

平面形態は不 明 で あ る 。 1 は 2 の 外 側 に 接 し て 出 土 し た が ， こ れは 「 屈 し の 側板 J を め ぐ ら し た

も の で あ ろ う 。 輝 じ 合 わ せ 部 分 は 両端 を 相 互 に薄 く し て ， そ こ が 特 に厚 く な ら な い よ う に工夫 し

て い る 。 3 は 2 号土塘 出 土。 1 ， 2 に 比較 し て やや 厚 い 側 板 で あ る 。 績 じ合わせ部分 の 内 側 で あ

り ， 樺皮 で旗 じ 合 わ せ た痕跡が認め ら れ る 。 第43図 1 は ， 直 径 230mm， 厚 さ 8 mmを 測 る 円 形

曲 物 の 底板 で あ る 。 底板 が 側板 の 内 側 にす っ ぽ り 填 め 込 ま れ て し ま う 「 ク レ ゾ コ 」 の 形 態 を 示

す。 周 囲 に は 7 つ の 孔 が あ り ， 木釘が認め ら れた。 2 号土嬢 出 土。

B 木柄 ( 第43図 5 ， 6 )  

ど の よ う な も の の柄か不 明 で あ る が， 2 点 3 号土横 よ り 出 土 し て い る 。 5 ， 6 と も 両端 に加工

を 施 す ほ か は ， 雑 木 の 小 枝 を そ の ま ま 利用 し て い る た め表皮 が 多 く 残 さ れて い る 。 6 は ， 先端部

に左右か ら 鋭 く 切 断 し て 尖頭状を呈 し て い る 。

C 鍬状 ( 第37図 4 )

1 号土嬢 出 土。 全長280mm， 厚 さ 30mmを 測 る 。 中央部 は ， 長 さ 80mm， 幅30""40mmの 台形

着柄孔 が あ け ら れ て い る 。 先 端 部 は 両 刃 状を 呈 す。 鉄 刃 が付 い て い た痕跡は認め ら れ な か っ た。

D そ の他 の 木製 品 ( 第37図 ・ 2 ・ 3 )

4 号土竣 よ り ， 約10点 ま と ま っ て 出 土 し た斎 串 状 の 木製 品 で あ る 。 遺存状態 が悪か っ た た め 代

表例 を 図 示 し た。

現存長120""150mmを 測 る 。 頭部 は 角 状 を 呈 し ， そ の 一辺 に 切 り 込み を 施 し て い る 。 中央部お

よ び下部 に は ， 両面乃至 片 面 を 削 っ て 薄 く し て い る 。

こ れ ら は実用 品 と 思わ れ な く ， 呪術祭担用 具 と 考 え ら れ る 。

こ の 他， 図 示 し 得 な か っ た が ， 2 号土穣 よ り 漆器 が 出 土 し て い る 。
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第42区1 B 地区出土遺物 (1)
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第43 図 B 地区 出 土遺物 (2)
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2 石器 ・ 石 製 品

A 打製石斧 ( 第44図 1 ， 2 ，  3 )  

1 ，  2 は遺物集 中個所 の 出 土。

は ， 現存 長 13. 5cm， 幅 5. 5cmを 測

る 。 横 長剥 片 を 素材 と し ， 分銅形 に

近 い 形 に 仕上 げ て い る 。 安 山 岩製 で

あ る 。 2 は ， 現存長11 . 5cm， 幅5 . 5

cm。 縁辺 を丁寧に調整 を 施 し て 分

銅形 に し て い る 。 石質 は 砂 岩 で あ

る 。 2 と も 形態 か ら 縄 文期所産1 ， 

の も の と 考 え ら れ る 。

3 は 1 号土鳩， 蓋石 に 接 し て 出 土

し た 。 現存長23cm を 測 る 大形品 で，

石鍬 と 呼称す る の が 妥 当 か も し れ な

い 。 平担 な 剥離 で全体を 薄 く 仕 上
年

け さ ら に縁 辺 に は細加工が施 さ れ

て い る 。 出 土状態か ら ， 曲 物 等 の 木

製 品 と 同 時期 に 廃棄 さ れた と 考 え て

差 し 支 え あ る ま し 、 。 石質は砂岩 で あ

る 。

B 石 臼 ( 第44図 4 )

遺物集中個所の 出 土。 約半分が残
存す る 石 臼 の 上 臼 で あ り ， 推定径32

cmで あ る O 厚 さ は12cmで あ る 。 磨

日 の 目 は不整然 の た め は っ き り し な

い が 8 分 画 と 思 わ れ る 。 回 転方 向 は

反時計四 り で あ る 。 「 こ く お と し 」

は挽手孔 の 反対側 に 位置す る 。 離面

中 心部 に は芯 う けが 認め ら れ る 。 へ

こ み は ほ と ん ど な L 、。

1 

goDN

 
<:> 

第44 図 B 地区出土遺物(3)
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成果 と課題第 V1 章

遺物 の 出 土状態 に つ い て第 1 節

前章 に お い て 数 ケ 所 の 遺構 で遺物分布 に つ い て 触れ て き た が ， 本 稿 で は土棋 に お け る 遺物 出 土

状態 に つ い て 述べ る こ と に し た し 、。

本調査 で は ， 表土層 以 下 に 包 含 さ れ る 遺物 は 全 て 記録 し た。 土績 に お け る 調査順序 は 以 下 の 方

法を採 っ た。

土擦 の 中心 で、直交す る rp断念 日 cmの セ ク シ ョ ン 南 を 残 し て 掘 り 進確認 し た 時 点 に お い て ，1) 

め る 。

レ ベ ノレ を 動 か さ ず柱状 に 残 し ， 掘 り 下げ ら れ る ま で掘 り 進め る 。遺物 は 出 土位置，2) 

レ ベ ノレ を 測 り プ ロ ッ ト西 か ら の 距離，グ リ ッ ト 単位 に 50cm方阪 の メ ッ シ ュ を 組み， 北 ，3) 

用 紙 に記録す る 。

2) ， 3) を 繰 り 返 し て 境底 ま で掘 り 進め る 。4) 

セ ク シ ョ ン を 通 し て 土層 を 観察 し ， 112 0 で、記録す る 。5) 

セ ク シ ョ ン を2) ， む を 手 順 を 踏 ま え て 取 り 払 い ， 完掘す る 。6) 

土棋 の平面実測 を 行 な う 。7) 

土 器 の 取 り 上げ等 を 行 な っ た。こ の 各 段階 で写真撮影，

士横上部か ら 境底 に か け て 万遍 な く 出 土す る の が一般的 で あ各 土績 に お け る 遺物 出 土 状 態 は ，
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る 。 た だ ， 浅 い土績 に つ い て は 遺物 出 土量 が少 な し 、 (第46図20)。 覆土は 多 く の 土綴 で 3 乃 至 4 層

に 分離 し た が ， こ れ ら は 自 然埋土 と 相異 し 一括 埋 め戻 し の様 相 を 呈 し て い た 。 例 え ば 9 号土域

は 1 層 出 土遺物 と 6 層 出 土 造物 が接合す る ( 第14図 〉 な ど ， 土層 の 色調 ， 含 有物 等相 異 し て も 一

時 期 に 埋戻 し が 行 な われ た こ と を物語 る 。

ま た ， 土綴間接合 も 認め ら れて い る ( 第51霞 〉。 こ れ ら は写 真 に よ っ て 確 認 さ れ て い る 。 2 号 土

と 16 号こと擦は46m の 距離 を も っ て 接合 し て い る 。 19 号土旗 と 42号土横倒 も 15m隔 て て 接合 し て

い る 。 詳 細 に 分布すれば 今 後 土境問接合侃 は さ ら に増加す る も の と 思わ れ る 。 土鳩の 性格 に つ い

て は 次 節 で述 る が ， 単独 で長期 !と 恒 っ て 営 ま れた の では な く ， 比較的短期 間 の 一時期 に若手 を な し

て 形成 さ れ， ま ずこ一時期 さ れた こ と を 窺わぜ る 。 す な わ ち ， 土 織 の 機能 が 完了 す る と 同 時

�:こ 単 に ゴ ご まさ て 湯 と し て 利用 さ れた の て、 は な く ， む し ろ 積極 的 に埋 め戻 さ れた の で は あ る ま い

j)、。

こ の こ と は ， 平安期 に お け る 遺構 b 遺物 の 「廃棄 」 理念を 考 え る 上 で重要な し て い

る も の と 忠 わ れ る 。 ま た ， そ の 背景 と し て 遺跡 ・ 遺 構 の 性格 に も 密接 な 係 わ り を 持つ も の と し て

さ れ な ければ な ら な い だ ろ う 。

第 2 節 遺構 に つ い て

本 調 査 に よ っ て 検 出 さ 平 安 時 代 に 比定 さ れ る 住居 社 ， 土 手責 群 ， 井戸社等 で る つ

た o lÌÍI章 で も 述た と お り ， こ れ ら の 遺構か ら 多量 の 関 羽 口 ， 鉄浮 が 出 土 し ， 鉄生産 e 加 工 に 直 接

関 係 す る 遺裕二 では な い か と 推察 さ れ る の で あ る O

本 稿 で は 「土江主j と 総称 し た 遺構に つ い て 触れ て み た い。

出 土 し た 土践は形態 ・ 規模か ら 以下 の よ う に 分類 さ れ る 。

1)  円 形乃至楕丹 形 プ ラ ン を 呈 し ， 径 1 m前 後 の 小Jjヲ な も の。 代表例Û 9 ' 19 ，  40号 等。

2) 円 形乃至楕 円 形 プ ラ ン を 呈 し ， 径 2 � 3 m と め よ り 大形 な も のO 代表例 ， 6 ，  26 ， 36号

等。

3)  長楕円 形 プ ラ ン を 呈 し ， 長窪 4 m前後 と な る も の o {7ü ・ 16 ， 42 号 。

4) 長方形乃至長方形 に 近 い プ ラ ン を 呈 し ， 比較的猿底 の 浅 い も の。 代表例 ・ 18， 20号等0

5) そ の 他， 不整形 な も の。 代表例 ・ 10号等。

最 も 多 い 形態は2) で全体 の 約 五 を 占 め る 。 逆 に 少 な い 形 態 での で， 16， 42 号 の 2 土擦の み で あ

る 。 ま た， 縦断面が 2 段 と な る 土積 も 一定 の 割 合 い を 占 め る (21， 26， 35号等 〉。 し か し な が ら ，

こ れ ら の 形態 ・ 規模分類 は ， 土 機能 の相兵 と は 具体的 に 認 め ら れず， 壁，

は 見 出 さ れ な い の で あ る 。

も 明 ;援 な 差 異

鉄生産 ・ 加 工 に 係 る 遺構比 製鉄;祉 ( 溶鉱炉) ， 大鍛 冶場 》 小 鍛 冶 に工程分類 さ れ る 。 製鉄社

遺構は群馬県菅 ノ 沢遺跡 (註 1 ) ， 埼玉 県大 山 遺跡 (註 2 ) 等 ， 近年 で 北数 多 く 発見 さ れ て お り ， そ

の 構造 も 次第 に 明 ら か に さ れつ つ あ る 。 炉 は 円 筒状， 長方柱状 の シ ャ フ ト 炉 と 考 え ら れ て お り ，

炉壁， 炉底 は 高 熱 を 受 けた痕跡が顕著 で あ る と さ れて い る 。

本 遺跡 出 土例 に つ い て は ， 莫大 に 消 費 す る と さ れ る 木炭が 僅 に 残 る 程度 で あ る こ と ， 加 熱 さ わし
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7こ と 思 わ れ る 痕跡 も 局 部 的 で あ り ， 焼土 が 認 め ら れ る 程度 で あ る こ と 等 に よ り 製鉄社 と は 考 え 難

し 、。

大 鍛 冶 ・ る 炉構造 は 不 明 な 部分 が 多 し 、 。 神奈川 県上谷 本 第二遺跡 (註 3 ) ， 揺 岡 県

笹栗遺跡 (註 4 ) 等 で は 大 鍛 冶場 と 推定 さ れ る 遺構 が 検 出 さ れ， 千葉県 鴻 ノ 巣遺跡 〈註 5 ) ， 茨滅県

問 中遺跡 4 号 住居:w: c註 6 ) 等 では住居社 内 に炉 を 構築 し た 小鍛 冶 炉 が 検 出 さ れ て い る 。 し か し ，

千葉 県 山 田 水 呑遺跡 (註 7 ) 例 の よ う に遺構は検出 さ れ な い けれ ど も 鉄浮， 羽 r:'l が 出 土す る 遺跡 は

多 い。 こ れは 鍛冶炉が破壊 さ れ て し ま う た め に遺構が 不 明 確 と な っ て し ま う こ と も 起因 し よ う 。

本遺跡 の 土墳群 は 鍛 冶 土程 の ど の 段 階 に 位 置す る 炉 で あ る の か不 明 で あ る が ， 大鍛冶工程で も

幾つか の 段 階が あ り ， 平 面 プ ラ ン の 相 呉 は そ の 段 階 を 表わす形態差 と 考 え ら れ ま い か。 こ の こ と

は前 述 し た よ う に ， 具体的 な 論拠 に欠 け る の で提示す る に と ど め た し 、 。 ま た . 小鍛冶炉 も 存在 し

て い る も の と 考 え ら れ る 。 第 2 号住居社 内 ピ ッ ト は そ の 機能 を 有す る も の で あ ろ う 。

以 f二 ， 本遺跡 出 土 「土J)長 」 に つ い て 触れ て き た。 i土娯 」 の 大 部分 に つ し 、 て は 鍛 冶 に 関 係 す る

炉 で あ ろ う と 推定 し た が ， 段階的 に は把握 出 来 な か っ た。 従 っ て ， 本遺跡 出 土 「士演群 」 の 大 部

分 が鍛 冶 に 関 す る 遺構 で あ る こ と か ら 『鍛冶炉:I:t上群J と 総称 し て お き た し 、。 鍛冶炉土止に お け る 段

階細分 は ， 今後鉄浮分析等 を 通 し て 鋭意究 明 し た い と 考 え て い る 。

註 1 飯島武次 ， 穴 沢義功 「税馬県太 田 市菅 ノ 沢製鉄遺構」 考 古学雑誌55巻 2 号1969年

2 高1喬 ヅと 「室長鉄遺跡」 考古資料の見方 (遺跡編) 1977王手

3 中央大学考古学研究会編 「上谷本第二遺跡、A地区 ' B 地区J 1971 年

4 福岡 市教育委員会編 「従来古代製鉄道跡発掘調査報告J 1969-;Y 

5 千葉県都市公社 「柏市鴻 ノ 巣遺跡J 1974年

6 .�室 ケ 浦文化研究会 「岩瀬 ・ 問 中 I 1976年

7 l上I EH遺跡調交会 I lll lE水呑遺跡J 1977年

第 3 節 遺物 に つ い て

A 騎羽 口
羽 口 は綴i か ら 炉 に 通ず る 送j武管 で あ る 。 繍 は炉 内 ( 製 鉄， 鍛冶 等 〉 に送風 し て :燃焼 を 盛 ん にす

る 道具 で あ り ， 鹿 の 皮 ， 猫1 の 皮 を 用 い た と さ れ て い る 〈註 1 ) 。 す な わ ち ， 輔 が燃 え て し ま わ な い

よ う 先端 に 装着 し て 送風 し た も の で あ る 。 材質は殆 ん ど粘土製 で あ る が， 宮 崎 県下 では若 手石製

羽 口 が 出 土 し て い る く註 2 ) 。

本遺跡か ら 出 こと し た 羽 口 はす べ て 土製 で， 破 片 数約90点 で あ っ た。 い ず れ も 遺構 内 に廃棄 さ れ

た状態 て、 の 出 土状 況で あ っ た が ， 19号 ( 第20図 5 � 8 ) ，  32J号 ( 第24図 1 ) ， 42号 ( 第3 1 図 〉 土描

出 土例 は ほ ぼ完形 品 で、 あ っ た 。 形態的 に は 1 ， 全長 13cm前後て、 口 径 ( 1幅〉 が 先端 で約 5 cm， 末

端 で約 7 cmo 2 ， 全長10cm， 口 径が先端 で約 4 cm， 末 端 で約5. 7cmo 3 ， 全長llcm， 口 径は

先端 で約4. 8cm， 末端 で約 8 cmv::. 3 分類 さ れ る が ， 孔径は先端で1. 8�2. 4cm， 末端 で 3 � 4 cm

と 大差 な い 。

製作方法は 19 号 出 土開 ( 第20 歯 5 ) の よ う に ， 心棒 の 周 囲 に板状の粘 土 紐 を 押 し つ け て 形作 っ

た も の で あ ろ う 。 ま た ， 32号土綴 出 土例 ( 第24国 1 ) の よ う に 器表面 に へ ラ 削 り 調整 を 施 し た も
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の や， 第48図16例の よ う に 心俸 に よ っ て 末端 の 孔 を 拡 げ た 後手 で し ぼ り 込 ん だ 例 も あ る 。 し か し

い ず れ も 擁成等が不良 で粗雑 な の が 一般的 で あ る 。

羽 口 の 先端は高温 に さ ら さ れ， 溶融状態 を 呈 し て い る 。 そ の ー ケ 所は溶融物が波状に突 き 出 て

お り ， お そ ら く 下 に し た 部分 と 考 え ら れ る 。

ま た ， 19 号土横 出 土 例 は 同 一形態 で あ る こ と ， 胎土， 色 調 ， 焼成具合 い が相 似す る こ と 等 に よ

り ， ー ケ 所 に お け る 羽 口 数 は 3 � 4 本 を セ y ト と し て い た も の と 考 え ら れ る 。

註 1 ・ 2 石川 恒太郎 「 日 本古代 の 銅鉄 の精錬遺跡 に 関す る 研究J 1959年

B 鉄j宰
鉄浮 に つ い て は 科学的分析 に よ っ て 詳細 に 論 じ ら れ る べ き で あ り ， 本稿 に お い て は概略 を 述

べ ， 今 後 の課題 と し て お き た し 、。

鉄浮 に は ， 製 鉄 の 段 階 で の製 錬浮 と 鍛冶 段階 で の 鍛 冶 浮 と に分類 さ れ る が ， 細 く は 「 た た ら の

炉 熱 の の ぼ り き ら な い 時期 の上 り の鉄淳， 炉熱が上昇 し て 溶解 し た過程の下 り の 鉄浮， さ ら に炉

床 に 残 っ た鉄浮， 鍛冶屋の左下場作業 の 鉄浮 ， 本 場 作業 の 鉄 浮 な ど の 5 種類 J が あ る と さ れ て い

る (註 1 ) 。 製 錬津 と 鍛 冶 浮 と の外観上 の 相 異 は ， 製錬浮は流動性 の あ る も の で表面が飴状 で平滑

で あ る の に対 し ， 鍛冶浮は 表面が粗雑 で粗繋 な 多孔質 の も の が 多 L 、 (註 2 ) と さ れ る 。

出 土 し た鉄 浮 は 多 量 で、 あ り ， 大 き さ は 10cm以上 で500 g を越 え る も の か ら 数 cm の 小 さ な も の

ま で多 種 で あ る 。 し か し 表面 は い ずれ も 凹 凸 が激 し く 粗 雑 で、多孔質 で あ る 。 第図 1 ， 2 は そ の 代

表 例 で あ り ， 1 は90 g ， 2 は520 g を 測 る 。 3 は 正面が飴状を呈 し て お り ， 離面 は 粗雑 で あ る が

唯一 の 流 動 性 を も っ た 鉄 浮 で あ る o

こ の よ う に， 大 部分 の 鉄浮 は 2 つ の椀形浮 で あ り ， 遺構の 項 で も 触れ た よ う に ， 大 鍛 冶 を 含 む

鍛冶段階 で の 鉄 浮 で あ る と 考 え ら れ る 。

註 1 文化財保護委員会 「埋蔵文化財発掘調査 の手び き J 1966年

註 2 窪 田蔵郎 「製鉄」 考古学講座 9 所有1971年

C 鉄製品 に つ い て (第50図 〉

各遺構で は 取 り 上げ な か っ た が ， い く つか の 土塘 よ り 8 点 の 鉄製 品 が 出 土 し た。 い ず れ も 錆の

附着 が 著 し い。 1 ， 6 ，  7 は 万 子 の 類 と 思わ れ る 。 2 は 鈎形 の 製品 で， 断 面 は ほ ぼ 円 形 で あ る 。

3 は 厚 さ 2 � 3 mmの 薄 い 鉄 片 で、 あ り ， 形態は蝶蝶形 で あ る 。 か な り ね じ れ て い る o 4 は 断 面 方

形 を 呈す 。 釘 で あ ろ う 。 8 は リ ン グ 状 を 呈 す が ， 用 途 は 不 明 で あ る 。

D 土 器

出 土 し た 土 器 は 杯形 土 器が圧倒的 に 多 く ， 他 の 土器が稀少 な こ と か ら 本稿 で は 杯形土器 に つ い

て 触 れ る こ と に し た し 、。

杯形土 器 は ， 土 師 器 と 須恵器 に大 き く 分類 さ れ る が ， こ の 他 に土師質須恵器がか な り 一般的 に

存在す る 。

土 師 器杯形土 器 は す べ て ロ グ ロ 使用 土器 で あ る が ， 技 法 ・ 形態か ら 以下 の よ う に 分類 さ れ る 。

I 類 全体的 に 大 き め で， 器 高 が 5cmを 超 え る 。 丸 味 が 強 く ， 底部 と 底 部 周 辺 を 手 持 ち へ ラ 削 り

す る 例 と 回 転 へ ラ 削 り 調整 を 行 な う 例 と が あ る 。 内 面 は す べ て 黒色処理 さ れ る 。
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E 類 口 径 12� 13_ 5cm， 器高 3 �4_ 5cmで， 底部 と 底部周 辺 を 手 持 ち ヘ ラ 削 り す る 例 と 回転へ

ラ 削 り 調整 を 行 な う 例 と が あ る 。 器形 は や や 内 湾 ぎ み と な る 。 内 面 は 黒色処理 さ れ， 丁寧 な ヘ ラ

磨 き が 行 な わ れ る 。

分 か れ る 。

TI! 類 底 部 に 糸 切 り 痕 を と ど め ， 器形 は i直線的 と な る 。 内面底部は平底 と な り ， 体部 と

須恵器は， 静止糸切 り 痕 と 思 われ る 第32号土旗17û 1 点 を 除 き ， 他 は す べ て 回 転糸切 り

い ， 再 調 整 は 施 さ れ て い な し 、。 器形的 に は ， 器高4. 5cmで傾斜 の 急、 な {JlJ と 器高3. 5cmで掻 く

あ が る 例 と が あ る が， 完形i昆 が 少 な く 統計的分類は不可 能 で、 あ っ た。 こと師質須恵器は技法 ・

的 に は 須 恵器 と 同 様 で あ る 。

各遺構 出 土土器 は室長作 使用 ( 破 損 〉 廃棄 の 過程 を 経て い る の で あ り ，

ItJ こと土器 の 製作， 使用 の 同 一 性 を 指 摘 出 来得 る も の で は な し 、。 し か し ，

は一括廃棄 さ れた 相 様 を 呈 し て お り ， で接合 し た 遺物 も あ る 〈 第51国 〉。 従 っ て ， 同一遺構

内 に お け る 完形 品 等 の 遺存率 の 高 い 土器 は ほ ぼ 同 一時期 に使用 e 魔棄 さ わした と み な す こ と が 可能

で あ る 。

第 2 表 は ， 土 師器杯形土器類別 に よ る 法量比 グ ラ フ で あ る 。 I 類は ][ . 宜 類 と 明 確 に 区別 さ れ

る o ìf . 車 類は 混 在す る が ， lf 類 に 比較 し ll[ 摂は 器 高 が 底 く ， 口 径が大 き い 。 接合線は 一括資料

と し て 把握 さ れ る 同一遺構 内 出 土却 で あ る 。 9 号土擦 は 1 ・ E 類 2 号 井戸主tl::は 1 ・ E 類， 42% 

土擦は I . .n: . 1lI 類 を そ れ ぞ れ判 出 す る 。

国 分期 に お け る ロ グ ロ 長よね 杯形土 器 の 細分縞年は ， 底部切 り 離 し 技法， さ ら に再調整方法に よ

っ て 行 な われ て い る く註 1 ) 。 回 転 糸 切 り 技法 に よ っ て 切 り 離 さ れた後無調整 の も の は ， ヘ ラ 削 り

調整 さ れ る 例 よ り 新 し い と さ れて い る 。 ロ ク ロ 使用 に よ る 技法 は ， 明 ら か に須恵器か ら 土師若告に
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主主 2 ;í安 上師器類別 に よ る 法量比 (援会は 同 4遺構〕

伝播 し た も の で あ り ， そ の 意味 で は 土 師器第 E 類は 本遺 跡 出 土須恵器 と 技法 ・ 形態が類似 し て お

り ， 影響 を 受 け た よ り 後 出 的 な 土器 と 考 え ら れ る 。 し か し ， 土 師器主1二形土 器 の 主体は J[ 類 で、 あ

り ， 回 転 糸 切 り 痕を と ど め る 須恵器杯形土器 を 確 実に 伴 出 す る こ と ， 土 師 器 I � 直 体は 共存す る

こ と 等 に よ り ， 3 類 と も 大 き な 時 間差 は な い も の と 思わ れ る O 従 っ て ， 土 師 器 I � ID

器 を I 群 と し て 把 え p 平安期 の 一時期 の 所産 と し て 考 え た し 、。

東北地方 で は ， 回 転 糸 切 り 後 無調 整 の 須恵器杯形土器 は 9 世紀後半 を 初 源 と す る 事実が確認 さ

れ て い る (註 2 ) 。 ま た ， 関 東地方 で は 9 世紀 中 葉 に は 存在 し て い た と さ れ る く註 3 ) 。 当 地方で、 も

同 様 な 見 解 を示 し て い る 。 従 っ て 本 遺跡 で も ， 須 恵 器 回 転 糸 切 り 痕 を と ど め る

受 け な い 土 師 器 1 . 1I 類 が存在す る こ と に よ り 9 世紀後半 に は営 ま れた と 患わ れ る の で あ る 。 ま

ずこ ， 土 師質須恵器が存在す る 反面 ， 灰粕陶器が認め ら れ な い こ と を考慮すれば， 11世紀代が下隈

と さ れ よ う 。

な お ， 墨書土 器 が 若 干 出 土 し た ( 第一52図 〕。 す べ て 土 師器第 E 類 に分類 さ れ る 土器 で あ る 。 残念

な が ら 2 水 分 の 多 い 土 中 に埋 れ て い た の と ， 土器洗浄 に お け る 不注 意 に よ り 何れ も 判読不可 能 で

あ る 。 1 ， 3 は 2 号男二戸お1出 土。 2 は 7 号土t演 出 土 で あ る 。

註 1 栗原滋郊 「 多賀城廃寺 (ごと器) J 多賀城調査報告 I 1974年

高橋)一夫 「 国分期土器 の細分 ・ 編年試論J J脊三長考 古f?f�13 ・ 14号 1975年

2 岡 田茂弘 ・ 桑原滋ß!H 多貿易�周辺 に お け、 る 古代杯形土器 の変遷J 宮 城県多賀城跡認査研究所研究紀

要 1 1974年

3 坂詰秀一 (編) I武蔵新久泉跡J 1971年

E 木 製 品 に つ い て
A 地 区

1 ， 2 号井戸社か ら 出 土 し た 木製品 は ， 伴 出 遺物 等 に よ り 平安期 に 比定 さ れ る 。
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第5215:(1 塁審土器

2 
0 1 0  cm 

目 さ れ る の は 2 号 弁戸JJJ: 出 土 の 丹 形 曲 物底板 ( 上板 〉 で 「言 j と 読み と れ る :焼 印 が 認

め ら れ た こ と で あ る (設 け 。 不 整然 な 配列 で あ り ， 文章的 な 意味 は 認 め ら れ な い が ， ほ ぽ全面 に

焼 Ep さ れ て い る 。 曲 物 に焼 印 を 施 し た 例 と し て は ， 静 岡 県伊 場遺跡， 群 馬 県 日 高遺跡等に認 め ら

れ る 。 伊場遺跡{列j は 「太J f 足J と 読 め る í :焼 印 の よ う な 人為的焼焦 し J で あ る と さ れ て い る (註 2 ) 。

日 高 遺跡例 は 曲 物側板 に 「 信 J と 読 め る 焼 印 が な さ れ て い る (註 3 ) 。 ど う い う 意識下 で な さ れ た

の か は不 明 で あ る が ， 本 遺 跡 出 土例は配列が不整然 で あ る こ と r 乙ム 「二 J 等 「言 J の 一部 の

み 転用 し て 焼 印 さ れた 部分 も あ る こ と 等 に よ り ， 全体的 に は試 し Ep の 性格 が 強 い よ う に 考 え ら れ

る 。 し か し ， 一部 の文字 に つ い て は ， 焼 印 し た の ち 更 に彫 っ て い る と 推定 さ れ る 事 を 考慮すれば

意識 的 に 焼 印 さ れた 部分 も あ る と 考 え る の が 妥 当 で あ ろ う 。

ぎ た ， 一号井戸 社 出 土 の 病状木製品 2 例 は ， 同 一形式 で あ る 事 を 考 え れ ば ， 本 遺跡 に お い て 普

遍的 な 用 具 で あ る と 考 え ら れ ま い か。 類例は現在 の と こ ろ 見 出 せ な い が ， 形態的 に は工具類 の 柄

と 忠 わ れ る 。 そ し て ， 先 端 の 焼 き 焦 し は 2 例 と も 認め ら れ， 使用 中 に被 っ た も の と 推定 さ れ る 。

本 遺 跡 出 土遺構 の 多 く は 鍛冶炉i止 と 考 え ら れ る こ と か ら ， そ れ に 付髄す る 道具 で あ る と 考 え て お

き た い 。

B 地 区

井戸土止 と 推定 さ れ る 遺構 よ り 出 土 し た が ， 時期 を 決定す る 遺物 の 伴 出 が な か っ た た め ， 木製 品

の 時期 に つ い て は 明 確 で な し 、 。 ただ ， 漆器や他 の 木製 品 の 形態 か ら 考 慮すれば， 平安期及び王子安

期 以 後 で は な し 、 か と 推定 さ れ る 。

鍬:伏木製 品 は ， 柄装着部が 台形孔を穿 っ て あ る の み でß，l 呂 な ど の 施 設 は 施 し て な く ， 孔 も ほ ぼ

直 角 に 穿 っ て あ る の み で あ る 。 木製鋭k 出 現 時 の 弥生 ・ 古墳時代 に 比 べ る と か な り 変化 し て い る 。

ま た ， 王子安時代 の 一般 的 な 鍛 と も 差異が認め ら れ る 。 や は り ， 中 世 の 所産 で あ ろ う か。 ま た 2

号土境 出 土 の 円 形 曲 物 の 底板 は ， 内 外面 と も シ ャ ー プ に 加工 さ れて お り ， 刃物 の }切 り 痕 が ほ と ん

ど残 ら な い 平 坦 き で あ る 。 側 板 も 内 仮ú vこ切 り 傷 を 入 れ て ， (泊 り 易 く し ， ま た非常 に 薄 く 加工 し て

い る な ど ， か な り 高 度 な 木工技術 を看取す る こ と が で き る 。

註 1 国学院大学教授樋 口 清之博士 の筏i教示 に よ れば， 焼印 し た の ち更に彫っ た も の と 思わ れ る と の こ と

で あ っ た 。

2 浜松市追跡調査会 「伊場J1:t跡遺物編 1 J 1978年

3 群 馬県教育委員会 の御厚意に よ り 写真を御提供願 っ た 。
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第 百 主主 ま と め

昭 和53年春 は異常 に 積雪 が 多 か っ た。 発掘 調査 の 経緯 の 中 に も 記 し て あ る と お り 4 月 中 旬 に

い た っ て も ま だ 所 々 に残雪 が み ら れ た。 下 旬 Vこ い た り 平地 は や っ と 雪 治 え の 時 を 迎 え た の で あ

る 。 従 っ て 発掘 調 査 は 当 初 の予 定 よ り 大分 お く れ 4 月 下 旬 に い た っ て や っ と 開始 さ れ る 有様 で

あ っ た 。

環境 の 項 で記 し た よ う に発掘調査地域は， 従来遺跡 と 認定 さ れ て お ら ず， 分布確認調査 で も 若

干 の 土 師器破片が採集 さ れ る の み で あ っ た。 本 音 を い え ば ， 大規模な 遺跡 の 存在は全 く 予想 し 得

な か っ た と い え る で あ ろ う 。 発掘調査 の 進 展 に 伴 な っ て 私達が全 く 予 想、だ に し な か っ た鍛冶炉祉

遺犠群 と 井戸祉 の 発見 と い う 大 き な成果を得た。 そ れだ け に 大 き な戸惑 と ， ど う ま と め て ゆ けば

よ し 、 か と い う 悩 み が 私 達 の 前 に 大 き く 立 をコ はだ か っ た こ と も 事実 で あ る 。

現 在 の 考 古学研究 の 進 展 は 白 ざ ま し い も の が あ り ， 古 代文化 は 次 第 に 夜、達 の 前 に そ の 姿相 を 鮮

明 に し つ つ あ る 。 し か し ， こ と 生産 主上 に 関 し て は一部 を 除 き 近年 に い た り や っ と 究 明 さ れ は じ め

た と い っ て よ い で あ ろ う 。

特 に 鍛 冶炉 jJJ 遺 構 は ， そ の も つ性格上， 仕事 が終了 し た 段 階 で破壊 さ れ る 運命 に あ る た めか類

例 が し 、 た っ て 砂 く ， 研究上大 き な 障害で あ っ た と い え よ う 。 私 達 は ， 今 回 の 調査 に基づ い て い さ

さ か な り と も 鍛冶炉 祉 に つ い て の 所 見 を も つ も の で あ る か ， 敢 え て そ れ に つ い て の 考 え を述べ る

こ と な く ， 事 実 の み を 記 述 し て 今後 の 研 究 の 一指針 と す る と と も に ， 大 方 の 御 教示 を 得た い と 念

願 し て 本報告書を作成 し た。

遺構 に つ い て

さ て ， 発 見 さ れた 鍛冶炉祉関 係 の 遺物 か ら み る 限 り ， í成果 と 課題 」 の 項 で触れて い る よ う に，

炭 化物 の 出 土 が 少 量 の こ と と 平地 に 存 在す る こ と ， ごと旗 の あ り 方等ーか ら し て ， 本土議 群 の 姿 相

は ， 製鉄炉 :lJJこで は な く 鍛 冶 の 様 相 を 示す も の で あ る と 考 え て い る 。 そ し て ， そ れ は ， は ，
冶 ， 小鍛冶 の 二面 の 様相 を も つ も の で あ る と 思 っ て い る 。 た だ 土議群 の 中 で， どれが大鍛冶 で あ

り ， と、れが小鍛治 で あ る か と し づ 認定 を 具体的 に 持 ち 合ぜ て い る 訳 で は な し 、。 し い て い う な ら

ば ， 長楕円 形 を も っ土壌が大鍛冶 の 遺構であ り ， 小7í�円 形 の 土i擦が小鍛冶 の 遺構 で は な し 、 か と 考

え て い る 。 た だ ， 整理途上 に お け る 時 間 的 な 制 約 と 予 算面 の 制約 の 中 で， 日-i 土 し た 鉄塊， 鉄浮が

未分析 で あ る こ と か ら ど の 土抜が大鍛冶 起こ で あ り ， ど の土擦が 小鍛冶Jjl: で あ る と い う こ と が断定

し 得 な い の で あ る 。 こ の こ と に つ い て は 今 後 の 課題 と し て お き た い と 思 う 。 そ れ に し て も こ の よ

う に 出 土 し た貴 重 な 遺 構 も 遺物 も 充分 に究 明 す る 時 間 的 余裕 と 予算的措置が な か な か得 ら れず ，

次 々 と 発掘調査 に 追 い ま わ さ れ， 折 角 の 貴重 な 研究材 料 も 榔 ざ ら し に さ れ る 運命 ?と あ る こ と を 思

う と 絢 の 痛 み を つ よ く お ぼ え る の で あ る 。

井戸祉に つ い て み る と ， 環 境 の 項 で触れ て い る よ う に遺跡地 は ， 地下水 が高 く 若干掘 り 進む と

容 易 に 水 が得 ら れ る の で あ る 。 発掘 し た 2 基 の 井戸祉は素掘 り の 井戸 で あ っ て ， 何 等 の 施設 も な

い 。 井戸 中 か ら 植物性遺品 が 多 く 発見 さ れ た 。 特 に 2 号 井戸社か ら 発見 さ れ た 文字 を 刻 印 し た 曲
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物 の 上板 な い し は底板 と 考 え ら れ る 遺物 は 大 き な 成 果 と い え る で あ ろ う 。 そ の 他 に 2 号井戸泣か

ら は 矢板状， 杭状木製品 が 出 土 し て い る 。 一般的 に い っ て ， 2 号井戸祉 で は ， 上部か ら 土器や鉄

浮 ， 鉄塊 が 多 く 出 土 し ， 下 部 に い て る に従 っ て 木 製 品 が 多 く 出 土 し て い る 。

1 号 井戸祉は， 2 号 井戸祉に比較 し て 土器， 鉄 浮等 の 出 土は 少 な し 、。 た だ ， 物 差状木製品 を は

じ め と し て ， 木製 品 が か な り 出 土 し て い る 。

さ て ， こ の 2 つ の 井戸祉 と 土墳群 と の 関 連 は ど う で あ ろ う か。 1 号井戸祉 は ， 2 層 の 粘土層 は

井戸廃絶後土墳底 と し て 再利用 し た こ と が充分考 え ら れ る と こ ろ か ら ， 土墳群 と ほ ぼ 同 時期か若

干先行す る 時期 の も の と 考 え て よ い であ ろ う 。 2 号 井戸主!l::は ， そ の 出 土遺物 か ら み て ， 土墳群 と

向 時 期 の も の と 考 え て よ い で あ ろ う 。 い う な れば こ の 2 基の 井戸祉は鍛治炉社遺構群 に 伴 な う 井

戸祉 と 見倣 し て 差 支 え な い で あ ろ う 。 従 っ て ， 本遺跡 の 中 で重要 な 役 割 を 果 た し た遺構 と い え る

で あ ろ う 。

遺構に お け る 遺物廃棄 に つ い て

次 に土綴及び井戸祉 に お け る 廃棄 に つ い て み て み よ う 。 例 え ば 9 号土績は 1 層 か ら 8 層 ま で に

層 序 区 分が な さ れ て い る 。 そ し て ， 1 層 出 土土器 と 6 層 出 土土器が接合 し 得た。 従 っ て こ の 関 係

か ら み る 限 り 層 序 は 相 異 を す る けれ ど も 非常 に 短 時 間 内 で 9 号土績が埋 め 戻 さ れ て い る と い っ て

よ い で あ ろ う 。 も っ と 極論すれば い っ き ょ に埋め戻 し た と 考 え て よ い の で は な か ろ う か。 更 に 2

号土壊 と 19号土壌， 19号土療 と 42号土横 出 土 の 土器 が そ れぞ れ接合 し 得た こ と か ら す る と こ れ ら

の 土横は 、 同 時期 に破却 さ れ， そ こ に 土器 が投棄 さ れ た と 考 え て よ い で あ ろ う 。 更 に ま た ， 本 土

墳群 出 土土器が年代的 に ほ と ん ど差 が な い こ と を 考 え れば ， 比較的短期 間 中 に い く つ か の 土墳が

形成 さ れ， そ の 任 務 を 終 っ た段 階 で破却 し 土器 ， 鉄塊， 鉄浮 等 を 投棄 し た と し て よ い で あ ろ う 。

井戸社 も ま た 同 様 に そ の 任務が終了 し た 段 階 で廃絶 さ れた も の で あ ろ う 。 今 後 の 詳細 な 分析 と 究

明 で， ど の 土墳 と ど の土擦が ほ ぼ 同 時期 に 形成 さ れ， 廃絶 さ れ た か が 判 明 す る も の と 思 っ て い

る 。 「成果 と 課題 」 の 項で触れて い る よ う に 国 分期 に お け る 鍛冶土横， 井戸主止に対す る 人 々 の 心

情が， 土機， 井戸祉 の 廃絶 に よ く 読み と れ る と 思 う の で あ る 。 単 に 凹 地 が あ る か ら 埋 め た と い う

簡単 な論理では な い の で あ る 。 そ こ に は 信 仰 に も 似た も の が存在 し た の で‘ あ ろ う 。

合 口 聾 棺墓 につ い て

合 口 聾棺墓 に つ い て 若 干 触 れ て お こ う 。 本遺跡唯一 の 発見 例 で あ る 。 2 号 井戸 祉 に 近接 し て 出

土 し た。 そ の 出 土 状態 に つ い て は ， 遺構の 項 で記 し て い る の で省、略 す る 。 平安期 に お け る 墓制

は ， 土墳墓が 一般的 で あ る 。 長 野県 内 に お け る 平安期 の 土横墓 に つ い て は ， 桐 原健氏 が す で に 集

成 し ， 所論を 述べて い る O し か し ， 合 口 蓋棺墓に つ い て は ， 資料が僅少 で あ り 不 明 で あ る と い っ

て よ い で あ ろ う 。 合 口 饗棺 墓 は ， 桐 原 健 氏 の 教 示 に よ れば現在 ま で の所， 長 野 県 で は 「上高 井郡

小布施町立場遺跡 J 1"松本市筑摩J 1"松本市宮淵遺跡J 1"長野市三才遺跡 」 の 4 例が知 ら れ て い る

の み で あ る 。 北原遺跡 の 例 を 加 え て も わずか 5 例 に し か 過 ぎ な い。 し か も 三才， 北 原 例 を 除 く と

ほ と ん ど偶然 の 発 見 に 基づ く も の で あ っ て 詳細 に つ い て は 不 明 部分 が 多 し 、 。 そ う し 寸 意味 で は 北

原 例 は 貴 重 な 資料 と い え る で あ ろ う 。

合 口 聾棺墓 の 資 料 を 集成 し て い る 北上市 教育 委 員 会 沼 山 源喜治氏 の 教示 に よ れば ， 東北地方で
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の 合 口 裏棺墓 は 12例 で あ り ， こ の 内 ， 土師器 内 黒杯が 1 点 副葬 し て あ る の が 4 例認め ら れ る と い

う 。 北 原 遺跡 で も 1 点 内 黒杯 が 副葬 さ れ て い た。 更 に 沼 山 氏 に よ れ ば ， 近畿， 東北地方 を 中 心 に

し て 現在30数例 の墾棺墓が判 明 し て い る と い う 。 そ し て ， 年 代的 に も 9 ・ 10世紀 に 限定 さ れ る ら

し い 。

平安時代 に一般的 な土墳墓 の 中 に あ っ て ， 何故合 口 要 指墓 と し 、 う 特殊 な 墓制 が と ら れた の で あ

ろ う か。 沼 山 氏 が現在集成 中 で あ り ， 近 々 そ の 成果 が 公表 さ れ る と の こ と で あ る O い ず れ に し て

も ， 平安期 に お け る 墓制 の 1 例 と し て 特記す る と と も に 今 後 こ の 聾 棺墓 に つ い て 追 求 し て ゆ き た

い と 思 っ て い る 。

B 地区 に つ い て

調査開始後， 周 閤 で圃場整備事業 が 行 な われ は じ め た 。 事 業 の 進 行 に 伴 な い ， 東 方 の 谷 地 状地

形 で 4 ケ の 落込みが発見 さ れ た 。 急拠 B 地 区 と し て 調 査 の 対 象 地域 と し た 。 調 査 の 結果. 4 基の

土擦が検出 さ れた 。 1 号土壌 内 か ら 曲 物 ， 鍬状木製品 を は じ め 多量 の 木製品 が 出 土 し た。 そ の他

3 基 の 土域 内 か ら も そ れぞ れ木製品 が 出 土 し た。 特 に 2 号土境 内 か ら は椀形漆器 が 1 点 出 土 し

た。 こ れ ら B 地 区 内 4 基 の 土墳は形状， 遺物 の 出 土状態か ら し て 井戸 祉 と み て よ い で あ ろ う 。 こ

れ ら 井戸祉 内 か ら は年 代 を 明 確 に示す土器 が 検 出 さ れ な か っ た。 た だ ， 出 土 し た 木製品 ， 井戸祉

よ り み て . A 地 区遺構群 よ り 年代が下降 し た 中世 の 所産 と 考 え て い る 。 井戸 祉 の 他 に 土器 を 中心

と し た 遺物 集 中箇所が あ っ た。 こ こ か ら は ， 石 臼 が 1 点 出 土 し て い る 。

遺跡保存問 題

以 上 の よ う に 多 く 問 題点を も っ 本 遺跡 は ， 奥信濃地方 に お け る 重要 な 遺跡 で あ る に と ど ま ら ず

長 野県 内 で も 数少 な い 貴 重 な 遺 跡 で あ る こ と は論 を ま た な い 。 従 っ て ， 調 査 中 に 何 と し て も 保存

すべ き で あ る と 調査 団 は 考 え る に い た っ た。 そ し て ， 周 辺 の 分布確認調査 を 通 し て ， 本調査地域

が遺跡 の 西端 に あ た り ， 東 側 に こ そ 中 心地域が存在す る と の結論 を 得た 。 万一， 中 心地域であ る

東 側 が ， 今後調査す る 必要 に 迫 ら れた場合， 本調査地域が保存 さ れ て お っ て こ そ大 き な意味 と 価

値が あ る と 結論 し た。 そ こ で， 調 査 に従事 し て 頂 い て い る 地元 の 方 々 に い ろ い ろ お き き し た と こ

ろ . l' 園場整備事業 に 伴 な い 畑地 が減少す る 。 何 と か こ の 平坦地に 畑地が確保 で き な いだ ろ う か」

と い う 戸 が調査地域 を 割 当 て ら れ る 人達 か ら でて い る と お き き し た 。 も し ， 畑地 に な れば耕作者

に と っ て も 好都合 で あ り ， 遺跡保存 も 容易 で あ る 。 調 査 団 は ， 直 に遺跡保存 の 取組み を 開 始 し

た 。 そ し て ， 昭和53年 5 月 30 8 . 長 野県文化課 の 仲 介 に よ っ て ， 北信土地 改 良 事務所， 圃場整備

実行委員会， 飯山市教育委員会， 調 査 団 の 話合 い が市 役所 内 で も た れた 。 こ の 話合 い の 中 で， 事

業 関 係 の 方達 も 遺跡 の 重要性を充分 に 認識 さ れた。 そ し て ， 調査地域の東端 を ほ ぼ南 北 に走 る 幹

線道路 の 変 更 は ， 現 時点 に い た っ て は 無 理 で あ る が ， 道路部分 を P ' F ・ C 方式 に よ っ て 埋立て

て 遺 構 の 破壊 を 防止 し ， 遺 構 内 に 砂 を 埋 め 畑地 と す る こ と に し た い と し 、 う 提案 が な さ れた ( 埋立

の 経費 は北信土地改 良 事 務所 負 担 〉。

調 査 団 と し て は ， 理想的保存では な い けれ ど も 現時点 に い た っ て は ， やむ を 得 な い と 考 え こ の

提 案 を 了 承 し た。 こ の 話 合 い に基づ き 全作 業終 了 後 の 7 月 15 日 . 17 臼 の 2 日 間 にわ た っ て 遺構 の

埋 め 戻 し が 行 な わ れ た 。 発掘調査地域は， 今 畑地 と し て 耕作 さ れ遺構が そ の 下 に静 か に眠 っ て い
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る 。 思 え ば， 遺跡保存が た い し た 摩擦 も な く ス ム ー ス に進行 し た の は， 何 と い っ て も 地元 の 人達

の 「故 郷 の 文 化 財 は私達が守 り 育 て る j の だ と し づ 熱意 と 理解が あ っ た か ら に他 な ら な い 。 ま

た ， 北信土地改 良事務所， 箇場整 備 実行委員 会 の埋蔵文化財 に対す る 深 い 理解 が あ っ た か ら で も

あ る 。 更 に そ の 間 に あ っ て ， 終始保存 の 方 向 で 話 を 進 め ら れ た ー長野県文化諜 の 関孝一指導主事 の

努 力 も 忘れ て は な ら な い こ と で あ る 。 い ず れ に し て も ， 調査 に 関 与 さ れ た 関 係機 関 ， 地 元 の 人 達

の 理解 が あ っ て は じ め て な し と げ ら れ た と い え よ う 。 改 め て ， 敬 意 と 感謝 の 念 を捧げ た し 、 。

保存方法 に つ い て は ， 種 々 と 不満 や 問 題点 が あ る と 思 う 。 し か し ， 調 査 団 と し て は ， 保存 に い

た る ま で の プ ロ セ ス を 重視 し て ， 一定 の成果が あ っ た と 評価 し て い る 。

調査地域の 保存が決定 し た段 階 で， 調査地域 が遺跡全体か ら み る と 西端 に あ た り ， 東側 に 中心

地域が存在す る と 考 え ら れ る と こ ろ か ら ， 飯 山 市教育委員会 は東側畑地 の 未発掘部分全体 を 市 史

跡 に 指定す る こ と と し ， 土地所有者方 々 と 数 次 に わ た っ て 折衝を重ねた 。 そ し て ， 昭 和54年 3 月

に い た り ， 土地所有者 全 員 の 了 解 を と り つ け た 。 対 象 面 積 は ， 約 25000 平 方 メ ー ト ル で、 あ る 。 土

地所有者 の 方 々 に 改 め て 敬 意 を 表 し た い 。

常 岩の 牧 と の 関 連

平安末 か ら 鎌 倉 時 代 ， 室町時代 に か け て ， 常 岩 の 牧 〈 官牧 〉 が外様平 を 中 心 と し て 存在 し た と

郷土史家 は 説 い て い る 。 北 原 遺跡 の 遺構や遺物 が直接常岩 の 牧 と 結 び つ く か ど う か は ， 史料 と 出

土 遺物 の 聞 に年代的 隔 た り が あ る た め 速 断 で、 き な L 、 。 し か し ， 常 岩 の 牧 を 形成す る 素 地 が ， 北 原

遺跡を 中 心 と し て 外様 平 に 存在 し た こ と は疑 い な い で あ ろ う 。 郷土 史家側か ら の ア プ ロ ー チ を 期

待 し て ， こ の 問 題 に つ い て こ れ以上触 れ る こ と は さ け た し 、 と 思 う 。 末 尾 な が ら 種 々 と 御 教示， 御

指 導 い た だ い た 国 学院大学教授樋 口 清之 ， 同 大 学講 師永峰 光一両 先 生， 長野県史刊 行会桐 原健

氏 ， 長 野 県文化課指導主事丸 山 倣一郎， 関孝一両氏 に心か ら 御礼 申 上 げ た し 、 。 更 に物心両面 に わ

た り 御援助， 御 協 力 い た だ い た地元 の 皆 さ ん に も 感謝 申 上 げ た い と 思 う 。

追記 第 E 章第 2 節歴史的環境 の項 で弥生式中期中半の土器は 発見 さ れて い な い と し た が ， そ の 後 の 検

討 の 中 で飯山市太田 小境出土土器が栗林 I 式土器に該 当す る こ と が判 明 し た。 従 っ て ， 奥信濃の 弥生式文

化は中期中半 ま で遡 ら せ る こ と が可能 と な っ た。 こ れについ て は ， 後続 し て 発刊 さ れ る 「 鍛冶 回 」 を 参照

さ れた い 。
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